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伊達政宗が仙台城に入城した姿という騎

馬像。2022年3月福島県沖地震で損傷し、

修復作業を終えて2023年3月に仙台城跡

に戻ってきた。

国際ロータリー第2520地区
2023-2024年度ガバナー 森川 昭正

2023-2024年度
国際ロータリー会長 ゴードンＲ.マッキナリー

2022-2023年度
ガバナー 天沼 久純

2023-2024年度
ガバナーエレクト 佐藤　剛

（株式会社 プレスアート）
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　RI第2520地区ロータリアンの皆様、今年度、地区ガバ
ナーを拝命いたします仙台宮城野ロータリークラブの森川
昭正です。1年間、どうぞよろしくお願い致します。
　新型コロナウイルス感染拡大から3年が経過し、まだ完
全には安心できないながらも、感染法上の分類が２類から
５類に引き下げられ、私たちの生活も元の状態に戻りつつ
あります。ロータリーの事業についても、イン・パーソンでの会
議、交流が行えるようになり、国際交流も再開しております。
　コロナ禍の3年間、世界情勢も大きく変わり、ロータリーも
変化してきています。
そのような中、本年１月、世界のガバナーエレクト、シニアリー
ダーが一堂に会する国際協議会が、米国フロリダ州オーラ
ンドで3年ぶりにイン・パーソンで開催され、私もパートナーと
２人で参加いたしました。
会場であるRosen Shingle Creekはフロリダのリゾートホテ
ルで、その広大な敷地には、豊かな緑に野鳥が飛び交い、
リスが庭を走り回り、近くの水辺にはワニが悠然と泳いでい
ました。
　国際協議会は全日程5日間で行われ、各日びっしりと詰
まった有意義な本会議と分科会、懇親会で構成されてい
ました。私にとって、世界のロータリアンたちとビジョンを共有
し、情報を交換し、親交を深めたこの協議会は、生涯忘れ
ることのできない貴重な経験となりました。

　私は「CLEATE HOPE in the WORLD（世界に希望
を生み出そう）」というテーマを聞いた時、新型コロナウイル
ス感染症の猛威やウクライナでの戦争による多くの犠牲を
想い、真にタイムリーで心に届くテーマであると感じました。

　マッキナリーRI会長は、年度テーマを発表するにあたり、
ビジョンの大切さと「継続」と「変化」について強調し、継続
とは以前のリーダーたちの良いアイデアを前進させることを
意味し、具体的には“ローターアクトの地位向上”“女性・女
児のエンパワメント”“DEI（多様性・公平さ・インクルージョ
ン）の推進”“ポリオ根絶”を挙げられました。
　ローターアクトの地位向上については、世界全体として
ローターアクトクラブからの寄付は５０万ドルを超えており、
ロータリークラブに引けをとらない活動、寄付を行っているク
ラブもあります。このようなことから、これまでの親クラブとロー
ターアクトクラブの関係を発展させ、互いに良いことをする
ために協力し支えあう新しい方法を見つけていくことが求
められています。前年度よりローターアクトクラブの人頭分
担金が発生しましたが、その負担や今後の活動をどのよう
にしていくかなど、これを機会に、改めてローターアクターと
ともに考え、より楽しく、やりがいのある活動、関係を模索して
いただければと思います。
　ロータリーの女性・女児のエンパワメントは、手を差し伸
べる事だけではなく、それぞれが秘めている能力、才能を
遮っているものを取り払う取り組みと整理されています。日
本社会においても賃金格差や管理職比率、政治への参
画率、家事の負担割合など、改善していかなければならな
い課題が山積しています。しかし、これらを改善するには政
府、企業、教育機関、市民社会など多くの関係者の協力と
共同努力が必要です。女性のエンパワメントは持続的なプ
ロセスであり、意識改革と政策の変革を両立して進めてい
くことが重要とされています。皆様のリーダーシップで各地

域や業界において強く推進して頂ければ幸いです。
　次にDEI（多様性・公平さ・インクルージョン）の推進につ
いてですが、近年、日本社会において、アルファベット３～４
文字に略されている言葉が多く、正直、私自身も具体的に
何を言っているのかがわからなくなる事があります。「DEI」
もその一つかもしれません。あるロータリアンは「“DEI”は
「四つのテスト」を実践すればいいんだよ！」とか「“インク
ルージョン”は「寛容」の方が分かりやすいんじゃない？」と
おっしゃいました。私もその方が解釈しやすくなります。もし
かしたら少しニュアンスが違って感じる方もいると思います
が、何にしろ“DEI”を考えてみること、知ろうとする事が重
要なのではないかと思います。今年度は地区にDEI推進
委員会を設置致しました。皆様のクラブにおかれましても
DEIを推進する委員会を設置するか、既存の委員会で
DEI推進について検討し、取り入れ、事業を実施して頂け
ればと思います。
　ポリオ根絶については、今年度もロータリーの最優先事
項です。既に亡くなってしまいましたが、私が子供の頃一緒
に住んでいた叔父は小児麻痺で、ポリオ感染によるもので
した。また、私たちが小学生くらいの時は、まだ学校に１人く
らいは小児麻痺の子供がいたように思います。現在の日本
ではワクチンのおかげでポリオは根絶していますが、ワクチ
ンの投与をやめると、いつ昔のように大流行が引き起こされ
るか分かりません。最近世界の主要都市でポリオが発生し
たことで、この恐ろしい病の根絶に再び注目が集まっていま
す。新たな緊急感を持ち、世界の子供を脅かす流行がさら
に発生する前に、今一度、ポリオを根絶するというロータ
リーの目標に向かって、皆様のご協力をお願い致します。

　この他に、マッキナリーRI会長は、「平和」と「メンタルヘ
ルス」に力を注ごうと言われました。新型コロナウイルス感
染症拡大やロシアによるウクライナへの軍事侵攻、さらには
世界中で発生している災害により、多くの人の生命、生活
が脅かされ、精神的にも多大な負担が生じています。
　「平和とは、希望が根付くための土壌であり、人々の間に
新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機会を見つ
けるたびに、この土壌が耕される。そして、平和は受動的な
夢ではなく、懸命な活動、築かれた信頼、そしてしばしば難
しい対話の結果として生まれるもの。平和は粘り強く、勇敢
に実践しなければならない。」とマッキナリーRI会長は言わ
れました。
　また、太平洋戦争において日本の攻撃で失明したにもか

かわらず、その後、ロータリアンとして来日し、日豪の交換留
学生を成立させたドナルド・ファーカー氏は、「それは些細な
ことかもしれませんが、国際親善の根本となるのは、この様
な些細な行動の積み重ねだと思います。私は日本人を恨
んではいません。戦争は政府と政府の戦いであって、お互
い一人一人の間に憎しみはないと思っています。」と言わ
れました。
　当地区や各クラブで行なっている姉妹クラブや友好クラ
ブとの国際交流や青少年交換留学生（短期・長期）事業
の一つ一つは、まさにこの様な行動の積み重ねであり、平
和に向かった重要な活動であると考えています。コロナ禍
でなかなか出来なかった国際交流ですが、皆様のクラブ・
地区においても、更により深い親善を図って頂きたいと思い
ます。
　世界保健機構（WHO）はメンタルヘルスを“人が自身の
能力を発揮し、日常生活におけるストレスに対処でき、生産
的に働くことができ、かつ地域に貢献できる様な満たされた
状態”と定義づけています。メンタルヘルスの不調は、性
別、年齢、立場、環境など、様 な々要因により人々はストレス
を感じ、ある一定の閾値を超えた時、そのダメージとして現
れてきます。メンタルヘルスケアは、予防や早期発見が重要
とされています。皆様の地区や企業においても、このメンタ
ルヘルスの不調を事前に防ぐためのストレスマネジメント研
修や、不調に陥った時に早期に相談する場所へのアクセ
ス情報発信など、今年度の社会奉仕活動、職業奉仕活動
に組み込んで頂ければと思います。

　私たち一人ひとりは自分の価値観を持ってロータリークラ
ブに参加しています。その個性あるリーダーの方々が、親
睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップというロータリー
の中核的価値観を共有することにより、ロータリー活動を実
行しています。
　近年、様 な々ところで世界が急激に変化していますが、そ
ういった時代の中に於いても、ロータリーの活動の基本は親
睦と奉仕であり、言い換えるとやり甲斐と楽しさにあると、私は
思っています。今年度のロータリー活動は、「継続」と「変化」
に対し勇気を持って行動し、「平和」と「メンタルヘルス」に焦
点を当て、他者を想いつつ、RIの活動方針を実現できるよう、
具体的な対策を皆様と共に考え、何よりもロータリーライフを
楽しみながら活動して参りたいと思います。

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。

「CREATE HOPE in the WORLD」

世界に希望を生み出そう

国際ロータリー第2520地区
2023-2024年度ガバナー

Akimasa Mor ikawa森川 昭正
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　RI第2520地区ロータリアンの皆様、今年度、地区ガバ
ナーを拝命いたします仙台宮城野ロータリークラブの森川
昭正です。1年間、どうぞよろしくお願い致します。
　新型コロナウイルス感染拡大から3年が経過し、まだ完
全には安心できないながらも、感染法上の分類が２類から
５類に引き下げられ、私たちの生活も元の状態に戻りつつ
あります。ロータリーの事業についても、イン・パーソンでの会
議、交流が行えるようになり、国際交流も再開しております。
　コロナ禍の3年間、世界情勢も大きく変わり、ロータリーも
変化してきています。
そのような中、本年１月、世界のガバナーエレクト、シニアリー
ダーが一堂に会する国際協議会が、米国フロリダ州オーラ
ンドで3年ぶりにイン・パーソンで開催され、私もパートナーと
２人で参加いたしました。
会場であるRosen Shingle Creekはフロリダのリゾートホテ
ルで、その広大な敷地には、豊かな緑に野鳥が飛び交い、
リスが庭を走り回り、近くの水辺にはワニが悠然と泳いでい
ました。
　国際協議会は全日程5日間で行われ、各日びっしりと詰
まった有意義な本会議と分科会、懇親会で構成されてい
ました。私にとって、世界のロータリアンたちとビジョンを共有
し、情報を交換し、親交を深めたこの協議会は、生涯忘れ
ることのできない貴重な経験となりました。

　私は「CLEATE HOPE in the WORLD（世界に希望
を生み出そう）」というテーマを聞いた時、新型コロナウイル
ス感染症の猛威やウクライナでの戦争による多くの犠牲を
想い、真にタイムリーで心に届くテーマであると感じました。

　マッキナリーRI会長は、年度テーマを発表するにあたり、
ビジョンの大切さと「継続」と「変化」について強調し、継続
とは以前のリーダーたちの良いアイデアを前進させることを
意味し、具体的には“ローターアクトの地位向上”“女性・女
児のエンパワメント”“DEI（多様性・公平さ・インクルージョ
ン）の推進”“ポリオ根絶”を挙げられました。
　ローターアクトの地位向上については、世界全体として
ローターアクトクラブからの寄付は５０万ドルを超えており、
ロータリークラブに引けをとらない活動、寄付を行っているク
ラブもあります。このようなことから、これまでの親クラブとロー
ターアクトクラブの関係を発展させ、互いに良いことをする
ために協力し支えあう新しい方法を見つけていくことが求
められています。前年度よりローターアクトクラブの人頭分
担金が発生しましたが、その負担や今後の活動をどのよう
にしていくかなど、これを機会に、改めてローターアクターと
ともに考え、より楽しく、やりがいのある活動、関係を模索して
いただければと思います。
　ロータリーの女性・女児のエンパワメントは、手を差し伸
べる事だけではなく、それぞれが秘めている能力、才能を
遮っているものを取り払う取り組みと整理されています。日
本社会においても賃金格差や管理職比率、政治への参
画率、家事の負担割合など、改善していかなければならな
い課題が山積しています。しかし、これらを改善するには政
府、企業、教育機関、市民社会など多くの関係者の協力と
共同努力が必要です。女性のエンパワメントは持続的なプ
ロセスであり、意識改革と政策の変革を両立して進めてい
くことが重要とされています。皆様のリーダーシップで各地

域や業界において強く推進して頂ければ幸いです。
　次にDEI（多様性・公平さ・インクルージョン）の推進につ
いてですが、近年、日本社会において、アルファベット３～４
文字に略されている言葉が多く、正直、私自身も具体的に
何を言っているのかがわからなくなる事があります。「DEI」
もその一つかもしれません。あるロータリアンは「“DEI”は
「四つのテスト」を実践すればいいんだよ！」とか「“インク
ルージョン”は「寛容」の方が分かりやすいんじゃない？」と
おっしゃいました。私もその方が解釈しやすくなります。もし
かしたら少しニュアンスが違って感じる方もいると思います
が、何にしろ“DEI”を考えてみること、知ろうとする事が重
要なのではないかと思います。今年度は地区にDEI推進
委員会を設置致しました。皆様のクラブにおかれましても
DEIを推進する委員会を設置するか、既存の委員会で
DEI推進について検討し、取り入れ、事業を実施して頂け
ればと思います。
　ポリオ根絶については、今年度もロータリーの最優先事
項です。既に亡くなってしまいましたが、私が子供の頃一緒
に住んでいた叔父は小児麻痺で、ポリオ感染によるもので
した。また、私たちが小学生くらいの時は、まだ学校に１人く
らいは小児麻痺の子供がいたように思います。現在の日本
ではワクチンのおかげでポリオは根絶していますが、ワクチ
ンの投与をやめると、いつ昔のように大流行が引き起こされ
るか分かりません。最近世界の主要都市でポリオが発生し
たことで、この恐ろしい病の根絶に再び注目が集まっていま
す。新たな緊急感を持ち、世界の子供を脅かす流行がさら
に発生する前に、今一度、ポリオを根絶するというロータ
リーの目標に向かって、皆様のご協力をお願い致します。

　この他に、マッキナリーRI会長は、「平和」と「メンタルヘ
ルス」に力を注ごうと言われました。新型コロナウイルス感
染症拡大やロシアによるウクライナへの軍事侵攻、さらには
世界中で発生している災害により、多くの人の生命、生活
が脅かされ、精神的にも多大な負担が生じています。
　「平和とは、希望が根付くための土壌であり、人々の間に
新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機会を見つ
けるたびに、この土壌が耕される。そして、平和は受動的な
夢ではなく、懸命な活動、築かれた信頼、そしてしばしば難
しい対話の結果として生まれるもの。平和は粘り強く、勇敢
に実践しなければならない。」とマッキナリーRI会長は言わ
れました。
　また、太平洋戦争において日本の攻撃で失明したにもか

かわらず、その後、ロータリアンとして来日し、日豪の交換留
学生を成立させたドナルド・ファーカー氏は、「それは些細な
ことかもしれませんが、国際親善の根本となるのは、この様
な些細な行動の積み重ねだと思います。私は日本人を恨
んではいません。戦争は政府と政府の戦いであって、お互
い一人一人の間に憎しみはないと思っています。」と言わ
れました。
　当地区や各クラブで行なっている姉妹クラブや友好クラ
ブとの国際交流や青少年交換留学生（短期・長期）事業
の一つ一つは、まさにこの様な行動の積み重ねであり、平
和に向かった重要な活動であると考えています。コロナ禍
でなかなか出来なかった国際交流ですが、皆様のクラブ・
地区においても、更により深い親善を図って頂きたいと思い
ます。
　世界保健機構（WHO）はメンタルヘルスを“人が自身の
能力を発揮し、日常生活におけるストレスに対処でき、生産
的に働くことができ、かつ地域に貢献できる様な満たされた
状態”と定義づけています。メンタルヘルスの不調は、性
別、年齢、立場、環境など、様 な々要因により人々はストレス
を感じ、ある一定の閾値を超えた時、そのダメージとして現
れてきます。メンタルヘルスケアは、予防や早期発見が重要
とされています。皆様の地区や企業においても、このメンタ
ルヘルスの不調を事前に防ぐためのストレスマネジメント研
修や、不調に陥った時に早期に相談する場所へのアクセ
ス情報発信など、今年度の社会奉仕活動、職業奉仕活動
に組み込んで頂ければと思います。

　私たち一人ひとりは自分の価値観を持ってロータリークラ
ブに参加しています。その個性あるリーダーの方々が、親
睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップというロータリー
の中核的価値観を共有することにより、ロータリー活動を実
行しています。
　近年、様 な々ところで世界が急激に変化していますが、そ
ういった時代の中に於いても、ロータリーの活動の基本は親
睦と奉仕であり、言い換えるとやり甲斐と楽しさにあると、私は
思っています。今年度のロータリー活動は、「継続」と「変化」
に対し勇気を持って行動し、「平和」と「メンタルヘルス」に焦
点を当て、他者を想いつつ、RIの活動方針を実現できるよう、
具体的な対策を皆様と共に考え、何よりもロータリーライフを
楽しみながら活動して参りたいと思います。

皆様、どうぞよろしくお願いいたします。
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ゴードンＲ.マッキナリー
2023-2024年度 国際ロータリー会長

ロータリー会員として今ほど素晴らしいときはないでしょう。
私たちはロータリーで素晴らしく歴史的な年度の真っただ中に
います。正直なところ、この年度を早く終わらせたいと思う人はい
ないでしょう。
ですから、終わらせるのではなく、新しいはじまりを作りだそうでは
ありませんか。年度の扉を閉めるのではなく、次年度への橋を築
こうではありませんか。なぜなら、川が流れているなら、それを渡
る方法があればありがたいからです。

私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医院に車で通勤
し、フォース川にかかるいくつかの有名な橋を通りすぎるときに、
その例を目にしていました。これらの橋をご存知の方もおられると
思いますが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。

フォース鉄道橋は、1890年に開通しました。フォース道路橋は
1964年、最近ではクイーンズフェリークロッシング橋が2017年に

開通しました。
フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも感動するのは、これ
らがビジョンをもつ人たちによって建てられたということです。それ
は、決して会うことのない人たちのためのビジョン、けっして知り
合うことのない人たちのためのビジョン、それによって生活が改
善される人たちのためのビジョンです。そのビジョンは、フォース
橋の場合のように、建設から133年経った後も、利用者たちから
ありがたがられています。ロータリーの私たちのビジョンが、奉仕
を受ける人たちからありがたがられているように。

今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、それがテーマと
関連しているだろうと思っている方がいたら、そこでその考えを
やめてください。たとえ話がすべてテーマであるわけではありませ
ん。同じように、次年度に皆さんが行うすべてのことが、これから
発表するテーマの推進と支援にかかわるわけではありません。
私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップの手綱を渡されまし

た。今は歴史的なときであり、ロータリーが世界の注目を集め、現
在の期待をはるかに超えた可能性への道を示す機会が訪れ
ています。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつかは、ほか
の人たちの継続的な取り組みをサポートすることであるかもしれ
ません。ジョーンズ会長とほかのロータリーリーダーたちが始めた
ことを土台として、今後さらに大きな成果が成し遂げられるように
していきましょう。これからの私の仕事、そしてすべてのロータリー
リーダーの仕事の多くにおいては、継続が重要となります。継続
とは、以前のリーダーたちのよいアイデアを前進させることを意
味します。

私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉からインスピレーショ
ンを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いやりある行いで／不
親切な世界をあっと言わせるために」
過去数年間、ローターアクトに力を与えると約束し、それを実行
してきたロータリー会長たちの継続へのコミットメントを、私たちは
目にしてきました。その結果は驚くべきものです。ローターアクター
たちは引き続き、ロータリーで全面的なパートナーとなるだけでな
く、リーダーとなることへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけ
ています。
ロータリークラブとローターアクトクラブが互いに協力し、支えあう
新しい方法を見つけ続けられるかどうかは、私たちにかかって
います。

継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワメントがあります。
ジョーンズ会長は、メータ会長のプログラムを継続することでこの
素晴らしい模範を示しました。この取り組みは、多くの点でロータ
リーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会長がそれに名を
つけて拡大させたのです。私の孫娘アイビーとフローレンスのよ
うに、世界中の少女が強く、十分な能力を身につけた女性へと
成長できるよう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引き
継いでいくことを明確にしました。

私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、インクルージョ
ンを促進するためにロータリーが遂げてきたすべての進歩を全
面的にサポートしたいと考えています。会員数は非常に重要で
すが、DEIを全面的にサポートすることは、単に会員数を増やす
ことを意味するわけではありません。DEIの最も重要な側面は、
ロータリーを、どこからであれ最高の人材、最高のアイデア、最
高のパートナーシップを受け入れるオープンでインクルーシブな
組織にすることです。人びとがロータリーを見たとき、そこに自分
自身を見ることができる必要があります。そうなることができるか
どうかは、私たち次第です。

継続にはほかにも二つの側面があり、それらは皆さんの活動

にとって極めて重要となります。一つ目は、ポリオです。ポリオ
の根絶が依然としてロータリーの最優先事項であることはご
存知だと思います。「ポリオのない世界」という夢を追い続
け、多くのことを成し遂げてきたこの35年間を、私たちは誇り
とすることができます。
根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆メリンダ・ゲイツ
財団からの上乗せを全額得るために最低5,000万ドルを集める
ことがいかに重要であるかを毎年繰り返し言わたら、疲れるのも
無理もないと承知しています。今、私たちに必要なのは、さらなる
挑戦かもしれません。現在、ポリオ根絶キャンペーンに寄付して
いるロータリー会員は約12人に1人に過ぎず、毎年寄付してい
るクラブも5 分の1 を下回っています。

最近、世界の主要都市でポリオが発生したことで、この恐ろし
い病の根絶に再び注目が集まっています。根絶が実現した暁
には、ロータリーは大きな歴史的称賛を受けるに値します。
ですから、各年度に何をすべきかではなく、それを超えて考え、
できるだけ早く実現するために必要なあらゆるリソースを私たち
が提供すべき時が来ています。新たな緊急感を生み出し、世界
の子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオを根絶でき
るという希望を生み出すために、皆さんの力が必要です。ロータ
リーの夢を現実のものとするために、皆さんの力が必要です。

ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソーク博士の次の賢明
な言葉に、耳を傾ける必要があります：「希望は、夢を現実にした
いと強く願う人たちの夢、創造力、そして勇気の中にあります」。
この言葉は、私たちのすべての活動にとって意味があり、ロータ
リー行動計画のあらゆる側面に当てはまります。この行動計画
は、希望を生み出し、変化に必要な知識と勇気をロータリー会
員に与えるものです。
これを成し遂げるには、
• 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プロジェクトを
立案する方法について会員に話す必要があります。
• 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオープンで、イ
ンクルーシブで、思いやりのある心をもって接しましょう。
• 世代や国境を超えて活動し、関係を築くためのあらゆる機会
を探し求めてください。
• 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや視点を、進ん
で受け入れてください。
そのために、ロータリー行動計画の目標においてほかのロータリ
アンと協力していただけることを願っています。なぜなら、そうす
るのがリーダーシップにおける継続の最良の手本であり、ロータ
リーのこれまでの最良の部分を土台としてさらに素晴らしいもの
を生み出すことだからです。

行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記していてほしいと思う

部分があります。それはこのビジョン声明です：「私たちは、世界
で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化
を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指し
ています」。行動計画を受け入れ、実行するための現実的な方
法をクラブに提供することこそが、地域社会で持続可能な変化
を生む最善の方法です。

ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続可能な変化を
生むという、ビジョン声明の二つの要素に当てたいと思います。
そのために、これらのビジョンを実現させる二つの具体的で有
望な方法に重点を置きたいと考えています。

一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。ロータリーを創始
し、築いてきた先人たちは、ロシアが始めた残忍な戦争に直面
するウクライナの人びとのために過去1年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
過去に何度もそうしてきたように、ロータリーは歴史の呼びかけ
に応え、人道支援を最優先してきました。惜しみなく寄付し、仲
間を一心にサポートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてきま
した。ウクライナで大勢が入会し続けていることは、入会と会員
の参加促進について大切なことを示唆しています。しかし、ウク
ライナ人にとってもロシア人にとっても、平和が実現するまでは本
当の安らぎは訪れないことは明らかです。

同じことが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして世界のほか
の数十の紛争地域にも当てはまります。
平和とは、希望が根づくための土壌です。
人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機
会を見つけるたびに、この土壌が耕されます。これからの1年
間、私たちはバーチャルな国際交流を導入します。これについ
ては、今週後半にお知らせします。
ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、懸命な活動、築か
れた信頼、そしてしばしば難しい対話の結果として生まれるもの
です。平和は粘り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の追求です。ロー
タリーでは、すべての重点分野にわたる全活動が、希望を築く
一助となり、それによって平和と償いが可能となります。

2006年、私はタイのバーン・タリングチャン村を訪れました。そこで
は、2004年末の津波の後で、ロータリー会員が新しい家や集会
場、保育所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、ある
女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面した彼女は、やつれ
た様子でした。その女性は、私に美しい貝殻をくれました。
この貝殻は彼女が30年以上持ち続けていたものだと言います。
数少ない所持品の一つだったこの貝殻を受け取ることを、最初
はためらいました。しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの

感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張りました。後日、私
は再びその女性に会い、彼女が津波で夫、娘、息子を失ったこ
とを知りました。津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を失いました。しか
し彼女は、地域社会を建て直すロータリーの活動のおかげで
前向きな気持ちを取り戻し、希望が与えられたと言いました。
これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマとその意味を検
討していたとき、この貝殻だけでなく、存命するスコットランドの最
も偉大なアーティストの一人で、Jolomoとしても知られるジョン・ロ
ウリー・モリソンさんがよく使用する色にも引き付けられました。私
は長年、彼の作品を愛し、収集してきました。ネクタイとスカーフの
色を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いただけるように、
そこに世界の色を反映させ、さらに重要なこととして、次年度に
ロータリーが注力すべきことを反映させたいと思いました。
タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、今私たちが何を
なすべきか、どんな行動を呼びかけるべきか、テーマは何である
べきかに気づきました。そこで、2023-24年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせします。

世界に希望を生み出そう。これが、ロータリーが世界に変化をも
たらす方法です。私たちは、一つずつ新たな希望を生み出して
います。このテーマはまた、自分自身の中で同様の変化を生む
のを促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、地球上の
多くの人にとって、希望を失う理由は物質的な貧困だけではな
いからです。私たちは皆、自分たちの幸せを脅かす課題に直面
しています。平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じよう
に、誰かに助けを求めたり、助けを必要としていることを認めたり
することも勇気ある行動です。

新型コロナウイルス流行の結果として、これまで以上に多くの
人々が傷ついています。
多くの人が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれたりし
ています。分裂が広がり、つながる機会が失われています。最も
傷ついている世代の一つが、教育や対人スキルを身につける
機会が妨げられた子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の

■ 経歴
　　1983年  3月　麻布獣医科大学獣医学部
　　　　　　　　環境畜産学科卒業
　　1998年  3月　東北薬科大学薬学部薬学科卒業
■ 職歴
　　1984年  5月　有限会社 八王子乗馬倶楽部入社
　　　　　　　　 （1993年10月まで）
　　1998年  5月　東北大学病院薬剤部勤務
　　2004年 11月　有限会社エムエム入社
　　2010年  7月　株式会社メディカル・ブリエ設立 
■ 役職
　　2008年  7月　（一社）宮城県薬剤師会常任理事就任
　　2012年  7月　（公社）仙台市薬剤師会副会長就任

■ ロータリー歴
　　2005年 7月17日　 入　会
　　2008 - 2009年度　幹　事
　　2013 - 2014年度　会　長
　　2015 - 2016年度　国際奉仕委員長
　　2018 - 2019年度　プログラム委員長・副会長
　　2019 - 2020年度　国際奉仕委員長・副会長
　　2020 - 2021年度　会場監督・戦略計画委員長
　　2021 - 2022年度　第2520地区ガバナーノミニー・
　　　　　　　　　   第7分区 ガバナー補佐
　　2022 - 2023年度　第2520地区ガバナーエレクト
　　2023 - 2024年度　第2520地区ガバナー
■ ポールハリスソサエティ
■ ポールハリスフェロー・マルチプル＋5
■ 米山功労者

森川 昭正 ［職業分類／薬剤師］

国際ロータリー第2520地区 ガバナー プロフィール

Morikawa Akimasa（仙台宮城野RC）

多くの地域では、助けを求めること、特にメンタルヘルスの助けを
求めることは弱さであると考えられています。しかし、真実から目
をそむけることはできません。自分の弱さを認め、すべての答えを
知っているわけではないと認めるのは、勇気が要ることです。
助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへの道を求める
ことは、さらに勇気が要ることです。

今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを重視する理由をご
説明します。次年度、そして願わくばそれ以降も、ロータリーの会
員だけでなく地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話をお聞きいただき
ます。私は、ロータリーが会員と奉仕を受ける人の両方を支える
組織として知られるようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでしょう。ほかの人を
助けることで、本質的に自分自身が助けられるのだ、と。
ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、気分がよくなり、私
たち自身のメンタルヘルスと幸せのためにもなることが、圧倒的
な証拠で示されています。その中で培われる友情は、素晴らし

い連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタルヘルスと幸
せに欠かせない要素となります。

ですから、次年度の私たちの計画は、世界に平和にもたらし、紛
争の影響を受けた人びとを癒すこと、そして、私たち自身の内面
的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会を支え、助けを求
めることに対する社会的な偏見をなくすことです。
これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な紛争から世界
が立ち直れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、私た
ち自身のために持続可能な変化をもたらすことが可能となりま
す。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来の土台を築
いています。私たちが得意とすることを継続すると同時に、変化
に対してオープンで前向きになり、世界と自分自身の中に平和を
築くことに力を注げば、ロータリーはより平和で、より希望のある
世界を築く手助けができます。あらゆる地域からのロータリーの
リーダーである皆さんに、世界に希望を生み出すよう、心からお
願い申し上げます。
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目にしてきました。その結果は驚くべきものです。ローターアクター
たちは引き続き、ロータリーで全面的なパートナーとなるだけでな
く、リーダーとなることへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけ
ています。
ロータリークラブとローターアクトクラブが互いに協力し、支えあう
新しい方法を見つけ続けられるかどうかは、私たちにかかって
います。

継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワメントがあります。
ジョーンズ会長は、メータ会長のプログラムを継続することでこの
素晴らしい模範を示しました。この取り組みは、多くの点でロータ
リーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会長がそれに名を
つけて拡大させたのです。私の孫娘アイビーとフローレンスのよ
うに、世界中の少女が強く、十分な能力を身につけた女性へと
成長できるよう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引き
継いでいくことを明確にしました。

私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、インクルージョ
ンを促進するためにロータリーが遂げてきたすべての進歩を全
面的にサポートしたいと考えています。会員数は非常に重要で
すが、DEIを全面的にサポートすることは、単に会員数を増やす
ことを意味するわけではありません。DEIの最も重要な側面は、
ロータリーを、どこからであれ最高の人材、最高のアイデア、最
高のパートナーシップを受け入れるオープンでインクルーシブな
組織にすることです。人びとがロータリーを見たとき、そこに自分
自身を見ることができる必要があります。そうなることができるか
どうかは、私たち次第です。

継続にはほかにも二つの側面があり、それらは皆さんの活動

にとって極めて重要となります。一つ目は、ポリオです。ポリオ
の根絶が依然としてロータリーの最優先事項であることはご
存知だと思います。「ポリオのない世界」という夢を追い続
け、多くのことを成し遂げてきたこの35年間を、私たちは誇り
とすることができます。
根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆メリンダ・ゲイツ
財団からの上乗せを全額得るために最低5,000万ドルを集める
ことがいかに重要であるかを毎年繰り返し言わたら、疲れるのも
無理もないと承知しています。今、私たちに必要なのは、さらなる
挑戦かもしれません。現在、ポリオ根絶キャンペーンに寄付して
いるロータリー会員は約12人に1人に過ぎず、毎年寄付してい
るクラブも5 分の1 を下回っています。

最近、世界の主要都市でポリオが発生したことで、この恐ろし
い病の根絶に再び注目が集まっています。根絶が実現した暁
には、ロータリーは大きな歴史的称賛を受けるに値します。
ですから、各年度に何をすべきかではなく、それを超えて考え、
できるだけ早く実現するために必要なあらゆるリソースを私たち
が提供すべき時が来ています。新たな緊急感を生み出し、世界
の子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオを根絶でき
るという希望を生み出すために、皆さんの力が必要です。ロータ
リーの夢を現実のものとするために、皆さんの力が必要です。

ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソーク博士の次の賢明
な言葉に、耳を傾ける必要があります：「希望は、夢を現実にした
いと強く願う人たちの夢、創造力、そして勇気の中にあります」。
この言葉は、私たちのすべての活動にとって意味があり、ロータ
リー行動計画のあらゆる側面に当てはまります。この行動計画
は、希望を生み出し、変化に必要な知識と勇気をロータリー会
員に与えるものです。
これを成し遂げるには、
• 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プロジェクトを
立案する方法について会員に話す必要があります。
• 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオープンで、イ
ンクルーシブで、思いやりのある心をもって接しましょう。
• 世代や国境を超えて活動し、関係を築くためのあらゆる機会
を探し求めてください。
• 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや視点を、進ん
で受け入れてください。
そのために、ロータリー行動計画の目標においてほかのロータリ
アンと協力していただけることを願っています。なぜなら、そうす
るのがリーダーシップにおける継続の最良の手本であり、ロータ
リーのこれまでの最良の部分を土台としてさらに素晴らしいもの
を生み出すことだからです。

行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記していてほしいと思う

部分があります。それはこのビジョン声明です：「私たちは、世界
で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化
を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指し
ています」。行動計画を受け入れ、実行するための現実的な方
法をクラブに提供することこそが、地域社会で持続可能な変化
を生む最善の方法です。

ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続可能な変化を
生むという、ビジョン声明の二つの要素に当てたいと思います。
そのために、これらのビジョンを実現させる二つの具体的で有
望な方法に重点を置きたいと考えています。

一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。ロータリーを創始
し、築いてきた先人たちは、ロシアが始めた残忍な戦争に直面
するウクライナの人びとのために過去1年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
過去に何度もそうしてきたように、ロータリーは歴史の呼びかけ
に応え、人道支援を最優先してきました。惜しみなく寄付し、仲
間を一心にサポートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてきま
した。ウクライナで大勢が入会し続けていることは、入会と会員
の参加促進について大切なことを示唆しています。しかし、ウク
ライナ人にとってもロシア人にとっても、平和が実現するまでは本
当の安らぎは訪れないことは明らかです。

同じことが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして世界のほか
の数十の紛争地域にも当てはまります。
平和とは、希望が根づくための土壌です。
人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機
会を見つけるたびに、この土壌が耕されます。これからの1年
間、私たちはバーチャルな国際交流を導入します。これについ
ては、今週後半にお知らせします。
ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、懸命な活動、築か
れた信頼、そしてしばしば難しい対話の結果として生まれるもの
です。平和は粘り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の追求です。ロー
タリーでは、すべての重点分野にわたる全活動が、希望を築く
一助となり、それによって平和と償いが可能となります。

2006年、私はタイのバーン・タリングチャン村を訪れました。そこで
は、2004年末の津波の後で、ロータリー会員が新しい家や集会
場、保育所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、ある
女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面した彼女は、やつれ
た様子でした。その女性は、私に美しい貝殻をくれました。
この貝殻は彼女が30年以上持ち続けていたものだと言います。
数少ない所持品の一つだったこの貝殻を受け取ることを、最初
はためらいました。しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの

感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張りました。後日、私
は再びその女性に会い、彼女が津波で夫、娘、息子を失ったこ
とを知りました。津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を失いました。しか
し彼女は、地域社会を建て直すロータリーの活動のおかげで
前向きな気持ちを取り戻し、希望が与えられたと言いました。
これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマとその意味を検
討していたとき、この貝殻だけでなく、存命するスコットランドの最
も偉大なアーティストの一人で、Jolomoとしても知られるジョン・ロ
ウリー・モリソンさんがよく使用する色にも引き付けられました。私
は長年、彼の作品を愛し、収集してきました。ネクタイとスカーフの
色を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いただけるように、
そこに世界の色を反映させ、さらに重要なこととして、次年度に
ロータリーが注力すべきことを反映させたいと思いました。
タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、今私たちが何を
なすべきか、どんな行動を呼びかけるべきか、テーマは何である
べきかに気づきました。そこで、2023-24年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせします。

世界に希望を生み出そう。これが、ロータリーが世界に変化をも
たらす方法です。私たちは、一つずつ新たな希望を生み出して
います。このテーマはまた、自分自身の中で同様の変化を生む
のを促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、地球上の
多くの人にとって、希望を失う理由は物質的な貧困だけではな
いからです。私たちは皆、自分たちの幸せを脅かす課題に直面
しています。平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じよう
に、誰かに助けを求めたり、助けを必要としていることを認めたり
することも勇気ある行動です。

新型コロナウイルス流行の結果として、これまで以上に多くの
人々が傷ついています。
多くの人が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれたりし
ています。分裂が広がり、つながる機会が失われています。最も
傷ついている世代の一つが、教育や対人スキルを身につける
機会が妨げられた子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の

多くの地域では、助けを求めること、特にメンタルヘルスの助けを
求めることは弱さであると考えられています。しかし、真実から目
をそむけることはできません。自分の弱さを認め、すべての答えを
知っているわけではないと認めるのは、勇気が要ることです。
助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへの道を求める
ことは、さらに勇気が要ることです。

今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを重視する理由をご
説明します。次年度、そして願わくばそれ以降も、ロータリーの会
員だけでなく地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話をお聞きいただき
ます。私は、ロータリーが会員と奉仕を受ける人の両方を支える
組織として知られるようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでしょう。ほかの人を
助けることで、本質的に自分自身が助けられるのだ、と。
ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、気分がよくなり、私
たち自身のメンタルヘルスと幸せのためにもなることが、圧倒的
な証拠で示されています。その中で培われる友情は、素晴らし

い連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタルヘルスと幸
せに欠かせない要素となります。

ですから、次年度の私たちの計画は、世界に平和にもたらし、紛
争の影響を受けた人びとを癒すこと、そして、私たち自身の内面
的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会を支え、助けを求
めることに対する社会的な偏見をなくすことです。
これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な紛争から世界
が立ち直れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、私た
ち自身のために持続可能な変化をもたらすことが可能となりま
す。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来の土台を築
いています。私たちが得意とすることを継続すると同時に、変化
に対してオープンで前向きになり、世界と自分自身の中に平和を
築くことに力を注げば、ロータリーはより平和で、より希望のある
世界を築く手助けができます。あらゆる地域からのロータリーの
リーダーである皆さんに、世界に希望を生み出すよう、心からお
願い申し上げます。

6 Governor’s Monthly Letter／VOL.1



ロータリー会員として今ほど素晴らしいときはないでしょう。
私たちはロータリーで素晴らしく歴史的な年度の真っただ中に
います。正直なところ、この年度を早く終わらせたいと思う人はい
ないでしょう。
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ありませんか。年度の扉を閉めるのではなく、次年度への橋を築
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る方法があればありがたいからです。
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開通しました。
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るのがリーダーシップにおける継続の最良の手本であり、ロータ
リーのこれまでの最良の部分を土台としてさらに素晴らしいもの
を生み出すことだからです。

行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記していてほしいと思う

部分があります。それはこのビジョン声明です：「私たちは、世界
で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化
を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指し
ています」。行動計画を受け入れ、実行するための現実的な方
法をクラブに提供することこそが、地域社会で持続可能な変化
を生む最善の方法です。

ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続可能な変化を
生むという、ビジョン声明の二つの要素に当てたいと思います。
そのために、これらのビジョンを実現させる二つの具体的で有
望な方法に重点を置きたいと考えています。

一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。ロータリーを創始
し、築いてきた先人たちは、ロシアが始めた残忍な戦争に直面
するウクライナの人びとのために過去1年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
過去に何度もそうしてきたように、ロータリーは歴史の呼びかけ
に応え、人道支援を最優先してきました。惜しみなく寄付し、仲
間を一心にサポートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてきま
した。ウクライナで大勢が入会し続けていることは、入会と会員
の参加促進について大切なことを示唆しています。しかし、ウク
ライナ人にとってもロシア人にとっても、平和が実現するまでは本
当の安らぎは訪れないことは明らかです。

同じことが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして世界のほか
の数十の紛争地域にも当てはまります。
平和とは、希望が根づくための土壌です。
人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機
会を見つけるたびに、この土壌が耕されます。これからの1年
間、私たちはバーチャルな国際交流を導入します。これについ
ては、今週後半にお知らせします。
ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、懸命な活動、築か
れた信頼、そしてしばしば難しい対話の結果として生まれるもの
です。平和は粘り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の追求です。ロー
タリーでは、すべての重点分野にわたる全活動が、希望を築く
一助となり、それによって平和と償いが可能となります。

2006年、私はタイのバーン・タリングチャン村を訪れました。そこで
は、2004年末の津波の後で、ロータリー会員が新しい家や集会
場、保育所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、ある
女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面した彼女は、やつれ
た様子でした。その女性は、私に美しい貝殻をくれました。
この貝殻は彼女が30年以上持ち続けていたものだと言います。
数少ない所持品の一つだったこの貝殻を受け取ることを、最初
はためらいました。しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの

感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張りました。後日、私
は再びその女性に会い、彼女が津波で夫、娘、息子を失ったこ
とを知りました。津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を失いました。しか
し彼女は、地域社会を建て直すロータリーの活動のおかげで
前向きな気持ちを取り戻し、希望が与えられたと言いました。
これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマとその意味を検
討していたとき、この貝殻だけでなく、存命するスコットランドの最
も偉大なアーティストの一人で、Jolomoとしても知られるジョン・ロ
ウリー・モリソンさんがよく使用する色にも引き付けられました。私
は長年、彼の作品を愛し、収集してきました。ネクタイとスカーフの
色を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いただけるように、
そこに世界の色を反映させ、さらに重要なこととして、次年度に
ロータリーが注力すべきことを反映させたいと思いました。
タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、今私たちが何を
なすべきか、どんな行動を呼びかけるべきか、テーマは何である
べきかに気づきました。そこで、2023-24年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせします。

世界に希望を生み出そう。これが、ロータリーが世界に変化をも
たらす方法です。私たちは、一つずつ新たな希望を生み出して
います。このテーマはまた、自分自身の中で同様の変化を生む
のを促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、地球上の
多くの人にとって、希望を失う理由は物質的な貧困だけではな
いからです。私たちは皆、自分たちの幸せを脅かす課題に直面
しています。平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じよう
に、誰かに助けを求めたり、助けを必要としていることを認めたり
することも勇気ある行動です。

新型コロナウイルス流行の結果として、これまで以上に多くの
人々が傷ついています。
多くの人が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれたりし
ています。分裂が広がり、つながる機会が失われています。最も
傷ついている世代の一つが、教育や対人スキルを身につける
機会が妨げられた子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の

多くの地域では、助けを求めること、特にメンタルヘルスの助けを
求めることは弱さであると考えられています。しかし、真実から目
をそむけることはできません。自分の弱さを認め、すべての答えを
知っているわけではないと認めるのは、勇気が要ることです。
助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへの道を求める
ことは、さらに勇気が要ることです。

今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを重視する理由をご
説明します。次年度、そして願わくばそれ以降も、ロータリーの会
員だけでなく地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話をお聞きいただき
ます。私は、ロータリーが会員と奉仕を受ける人の両方を支える
組織として知られるようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでしょう。ほかの人を
助けることで、本質的に自分自身が助けられるのだ、と。
ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、気分がよくなり、私
たち自身のメンタルヘルスと幸せのためにもなることが、圧倒的
な証拠で示されています。その中で培われる友情は、素晴らし

い連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタルヘルスと幸
せに欠かせない要素となります。

ですから、次年度の私たちの計画は、世界に平和にもたらし、紛
争の影響を受けた人びとを癒すこと、そして、私たち自身の内面
的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会を支え、助けを求
めることに対する社会的な偏見をなくすことです。
これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な紛争から世界
が立ち直れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、私た
ち自身のために持続可能な変化をもたらすことが可能となりま
す。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来の土台を築
いています。私たちが得意とすることを継続すると同時に、変化
に対してオープンで前向きになり、世界と自分自身の中に平和を
築くことに力を注げば、ロータリーはより平和で、より希望のある
世界を築く手助けができます。あらゆる地域からのロータリーの
リーダーである皆さんに、世界に希望を生み出すよう、心からお
願い申し上げます。

7Governor’s Monthly Letter／VOL.1



エディンバラの王立高校とダンディー大学で学び、口腔外科の大学院学位を取得。
2016年までエディンバラで自身の歯科医院を経営。
英国小児歯科学協会のスコットランド東部支部会長を務めたほか、さまざまな教育的役職を歴任。また、長老会のリーダー、クイーンズフェリー
教区会衆派教会理事会の会長、スコットランド国教会総会のコミッショナーも務めた。

1984年、26歳でロータリーに入会。
South Queensferry（サウス・クイーンズフェリー）ロータリークラブに所属し、グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会長
と副会長、RIの理事と委員会メンバー（2022年ヒューストン国際大会委員会アドバイザー、運営審査委員長など）を務めた。新しいロータリーク
ラブやグループを築くために会員と協力できるのを楽しみにしており、「私のビジョンは、ロータリーの仲間になりたいと思うすべての人、世界でよ
いことをしたいと願うすべての人が、それぞれに合った方法でどこででも参加できるロータリーとなること」と話す。

英国を拠点とする非営利団体「ホープ・アンド・ホーム・フォー・チルドレン」の後援者であり、同団体とRIBIとのパートナーシップを先導して、ルワン
ダ大虐殺によって孤児となった子どもたちを支援。
開発途上国の人びとや家族、ビジネスに持続可能な人道支援を提供するGrantham Kestevenロータリークラブ（英国リンカンシャー）のイニ
シアチブ「Trade-Aid」も後援しているほか、国立の精神保健機関であるBipolar UKのアンバサダーを務めている。

趣味はラグビー、グルメとワイン、スコットランドの伝統的な杖づくり。
ロータリー財団は「ロータリーの奉仕を動かす燃料」であるとし、妻ヘザーさん（ロータリアン）とともにポール・ハリス・フェロー、メジャードナー、ロー
タリー財団のベネファクター、遺贈友の会会員となっている。
孫娘たち（アイビーさん、フロレンスさん）が幸せに暮らせるより良い世界をつくるために、会長として全力を捧げたいと考えている。

ダンディー大学を卒業（口腔外科）し、エディンバラで歯科医院を開業。
英国小児歯科学協会の元会長のほか、学術分野で数々の役職を歴任。
長老派教会の元長老、クイーンズフェリー教区元理事長、教会総会元役員。
1984年にロータリークラブに入会。
グレートブリテンおよびアイルランドの国際ロータリー（RIBI）の会長と副会長、国際ロータリーの理事と各種委員会の委員長を歴任。
現在は2022年ヒューストン国際大会委員会のアドバイザーおよび運営審査委委員会の副委員長。

ゴードン R. マッキナリー
2023-2024年度国際ロータリー 会長 プロフィール South Queensferryロータリークラブ

スコットランド、ウェストロージアン

ロータリー会員として今ほど素晴らしいときはないでしょう。
私たちはロータリーで素晴らしく歴史的な年度の真っただ中に
います。正直なところ、この年度を早く終わらせたいと思う人はい
ないでしょう。
ですから、終わらせるのではなく、新しいはじまりを作りだそうでは
ありませんか。年度の扉を閉めるのではなく、次年度への橋を築
こうではありませんか。なぜなら、川が流れているなら、それを渡
る方法があればありがたいからです。

私はかつて毎日、エディンバラにある私の歯科医院に車で通勤
し、フォース川にかかるいくつかの有名な橋を通りすぎるときに、
その例を目にしていました。これらの橋をご存知の方もおられると
思いますが、これらは見事なエンジニアリングの象徴です。

フォース鉄道橋は、1890年に開通しました。フォース道路橋は
1964年、最近ではクイーンズフェリークロッシング橋が2017年に

開通しました。
フォース橋の鉄道橋と道路橋を見ていつも感動するのは、これ
らがビジョンをもつ人たちによって建てられたということです。それ
は、決して会うことのない人たちのためのビジョン、けっして知り
合うことのない人たちのためのビジョン、それによって生活が改
善される人たちのためのビジョンです。そのビジョンは、フォース
橋の場合のように、建設から133年経った後も、利用者たちから
ありがたがられています。ロータリーの私たちのビジョンが、奉仕
を受ける人たちからありがたがられているように。

今、ご自分の頭の中で橋のロゴを思い浮かべ、それがテーマと
関連しているだろうと思っている方がいたら、そこでその考えを
やめてください。たとえ話がすべてテーマであるわけではありませ
ん。同じように、次年度に皆さんが行うすべてのことが、これから
発表するテーマの推進と支援にかかわるわけではありません。
私たちは、絶妙なタイミングでリーダーシップの手綱を渡されまし

た。今は歴史的なときであり、ロータリーが世界の注目を集め、現
在の期待をはるかに超えた可能性への道を示す機会が訪れ
ています。しかし、私たちの最も優れた仕事のいくつかは、ほか
の人たちの継続的な取り組みをサポートすることであるかもしれ
ません。ジョーンズ会長とほかのロータリーリーダーたちが始めた
ことを土台として、今後さらに大きな成果が成し遂げられるように
していきましょう。これからの私の仕事、そしてすべてのロータリー
リーダーの仕事の多くにおいては、継続が重要となります。継続
とは、以前のリーダーたちのよいアイデアを前進させることを意
味します。

私たちは詩人マヤ・アンジェロウの次の言葉からインスピレーショ
ンを得るべきです。
「続けましょう／自分らしくあるために／思いやりある行いで／不
親切な世界をあっと言わせるために」
過去数年間、ローターアクトに力を与えると約束し、それを実行
してきたロータリー会長たちの継続へのコミットメントを、私たちは
目にしてきました。その結果は驚くべきものです。ローターアクター
たちは引き続き、ロータリーで全面的なパートナーとなるだけでな
く、リーダーとなることへの熱意を示すことで、私たちを勇気づけ
ています。
ロータリークラブとローターアクトクラブが互いに協力し、支えあう
新しい方法を見つけ続けられるかどうかは、私たちにかかって
います。

継続のもう一つの優れた例に、女児のエンパワメントがあります。
ジョーンズ会長は、メータ会長のプログラムを継続することでこの
素晴らしい模範を示しました。この取り組みは、多くの点でロータ
リーが長年積み重ねてきたものであり、メータ会長がそれに名を
つけて拡大させたのです。私の孫娘アイビーとフローレンスのよ
うに、世界中の少女が強く、十分な能力を身につけた女性へと
成長できるよう支援するために、私はこれらの会長の仕事を引き
継いでいくことを明確にしました。

私はまた、すべての行いにおいて多様性、公平さ、インクルージョ
ンを促進するためにロータリーが遂げてきたすべての進歩を全
面的にサポートしたいと考えています。会員数は非常に重要で
すが、DEIを全面的にサポートすることは、単に会員数を増やす
ことを意味するわけではありません。DEIの最も重要な側面は、
ロータリーを、どこからであれ最高の人材、最高のアイデア、最
高のパートナーシップを受け入れるオープンでインクルーシブな
組織にすることです。人びとがロータリーを見たとき、そこに自分
自身を見ることができる必要があります。そうなることができるか
どうかは、私たち次第です。

継続にはほかにも二つの側面があり、それらは皆さんの活動

にとって極めて重要となります。一つ目は、ポリオです。ポリオ
の根絶が依然としてロータリーの最優先事項であることはご
存知だと思います。「ポリオのない世界」という夢を追い続
け、多くのことを成し遂げてきたこの35年間を、私たちは誇り
とすることができます。
根絶の実現にどれだけ近づいているか、ビル＆メリンダ・ゲイツ
財団からの上乗せを全額得るために最低5,000万ドルを集める
ことがいかに重要であるかを毎年繰り返し言わたら、疲れるのも
無理もないと承知しています。今、私たちに必要なのは、さらなる
挑戦かもしれません。現在、ポリオ根絶キャンペーンに寄付して
いるロータリー会員は約12人に1人に過ぎず、毎年寄付してい
るクラブも5 分の1 を下回っています。

最近、世界の主要都市でポリオが発生したことで、この恐ろし
い病の根絶に再び注目が集まっています。根絶が実現した暁
には、ロータリーは大きな歴史的称賛を受けるに値します。
ですから、各年度に何をすべきかではなく、それを超えて考え、
できるだけ早く実現するために必要なあらゆるリソースを私たち
が提供すべき時が来ています。新たな緊急感を生み出し、世界
の子どもを脅かす流行がさらに発生する前にポリオを根絶でき
るという希望を生み出すために、皆さんの力が必要です。ロータ
リーの夢を現実のものとするために、皆さんの力が必要です。

ポリオワクチンの開発者であるジョナス・ソーク博士の次の賢明
な言葉に、耳を傾ける必要があります：「希望は、夢を現実にした
いと強く願う人たちの夢、創造力、そして勇気の中にあります」。
この言葉は、私たちのすべての活動にとって意味があり、ロータ
リー行動計画のあらゆる側面に当てはまります。この行動計画
は、希望を生み出し、変化に必要な知識と勇気をロータリー会
員に与えるものです。
これを成し遂げるには、
• 既知の成果と実証された証拠に基づいて奉仕プロジェクトを
立案する方法について会員に話す必要があります。
• 互いに、そして私たちが奉仕するすべての人とオープンで、イ
ンクルーシブで、思いやりのある心をもって接しましょう。
• 世代や国境を超えて活動し、関係を築くためのあらゆる機会
を探し求めてください。
• 世界に持続可能な変化を生む新しいアイデアや視点を、進ん
で受け入れてください。
そのために、ロータリー行動計画の目標においてほかのロータリ
アンと協力していただけることを願っています。なぜなら、そうす
るのがリーダーシップにおける継続の最良の手本であり、ロータ
リーのこれまでの最良の部分を土台としてさらに素晴らしいもの
を生み出すことだからです。

行動計画のうち、皆さん全員に既に暗記していてほしいと思う

部分があります。それはこのビジョン声明です：「私たちは、世界
で、地域社会で、そして自分自身の中で、持続可能な良い変化
を生むために、人びとが手を取り合って行動する世界を目指し
ています」。行動計画を受け入れ、実行するための現実的な方
法をクラブに提供することこそが、地域社会で持続可能な変化
を生む最善の方法です。

ここで話の焦点を、世界と自分自身の中に持続可能な変化を
生むという、ビジョン声明の二つの要素に当てたいと思います。
そのために、これらのビジョンを実現させる二つの具体的で有
望な方法に重点を置きたいと考えています。

一つは、平和にさらなる主眼を置くことです。ロータリーを創始
し、築いてきた先人たちは、ロシアが始めた残忍な戦争に直面
するウクライナの人びとのために過去1年間に私たちが行ってき
た懸命な支援活動を、きっと誇りに思うでしょう。
過去に何度もそうしてきたように、ロータリーは歴史の呼びかけ
に応え、人道支援を最優先してきました。惜しみなく寄付し、仲
間を一心にサポートし、ウクライナの人びとから尊敬を集めてきま
した。ウクライナで大勢が入会し続けていることは、入会と会員
の参加促進について大切なことを示唆しています。しかし、ウク
ライナ人にとってもロシア人にとっても、平和が実現するまでは本
当の安らぎは訪れないことは明らかです。

同じことが、イエメン、アフガニスタン、シリア、そして世界のほか
の数十の紛争地域にも当てはまります。
平和とは、希望が根づくための土壌です。
人びとの間に新しいつながりを築き、共通点を求めて新しい機
会を見つけるたびに、この土壌が耕されます。これからの1年
間、私たちはバーチャルな国際交流を導入します。これについ
ては、今週後半にお知らせします。
ロータリーでは、平和は受動的な夢ではなく、懸命な活動、築か
れた信頼、そしてしばしば難しい対話の結果として生まれるもの
です。平和は粘り強く、勇敢に実践しなければなりません。人類
が立てることのできる最も勇敢な目標は、平和の追求です。ロー
タリーでは、すべての重点分野にわたる全活動が、希望を築く
一助となり、それによって平和と償いが可能となります。

2006年、私はタイのバーン・タリングチャン村を訪れました。そこで
は、2004年末の津波の後で、ロータリー会員が新しい家や集会
場、保育所、医療施設の建設にあたっていました。そこで、ある
女性が私に近寄ってきました。悲劇に直面した彼女は、やつれ
た様子でした。その女性は、私に美しい貝殻をくれました。
この貝殻は彼女が30年以上持ち続けていたものだと言います。
数少ない所持品の一つだったこの貝殻を受け取ることを、最初
はためらいました。しかし彼女は、ロータリーがしてくれたことへの

感謝のしるしとして受け取ってほしいと言い張りました。後日、私
は再びその女性に会い、彼女が津波で夫、娘、息子を失ったこ
とを知りました。津波がすべてを奪ったのです。家族、家、生計を
失い、そして何よりも、生き続ける希望と理由を失いました。しか
し彼女は、地域社会を建て直すロータリーの活動のおかげで
前向きな気持ちを取り戻し、希望が与えられたと言いました。
これは美しい貝殻です。私が次年度のテーマとその意味を検
討していたとき、この貝殻だけでなく、存命するスコットランドの最
も偉大なアーティストの一人で、Jolomoとしても知られるジョン・ロ
ウリー・モリソンさんがよく使用する色にも引き付けられました。私
は長年、彼の作品を愛し、収集してきました。ネクタイとスカーフの
色を選んでいたとき、後ろのスクリーンでご覧いただけるように、
そこに世界の色を反映させ、さらに重要なこととして、次年度に
ロータリーが注力すべきことを反映させたいと思いました。
タイの女性との思い出とこれらの色から、私は、今私たちが何を
なすべきか、どんな行動を呼びかけるべきか、テーマは何である
べきかに気づきました。そこで、2023-24年度テーマは「世界に
希望を生み出そう」であることをここにお知らせします。

世界に希望を生み出そう。これが、ロータリーが世界に変化をも
たらす方法です。私たちは、一つずつ新たな希望を生み出して
います。このテーマはまた、自分自身の中で同様の変化を生む
のを促す方法を説明するものでもあります。なぜなら、地球上の
多くの人にとって、希望を失う理由は物質的な貧困だけではな
いからです。私たちは皆、自分たちの幸せを脅かす課題に直面
しています。平和の実践に大きな勇気が必要であるのと同じよう
に、誰かに助けを求めたり、助けを必要としていることを認めたり
することも勇気ある行動です。

新型コロナウイルス流行の結果として、これまで以上に多くの
人々が傷ついています。
多くの人が身近な人を失ったり、社会的つながりを断たれたりし
ています。分裂が広がり、つながる機会が失われています。最も
傷ついている世代の一つが、教育や対人スキルを身につける
機会が妨げられた子どもや若者です。さらに悪いことに、世界の

多くの地域では、助けを求めること、特にメンタルヘルスの助けを
求めることは弱さであると考えられています。しかし、真実から目
をそむけることはできません。自分の弱さを認め、すべての答えを
知っているわけではないと認めるのは、勇気が要ることです。
助けを求めることは勇気ある行動であり、幸せへの道を求める
ことは、さらに勇気が要ることです。

今週の後半、私がメンタルヘルスのトピックを重視する理由をご
説明します。次年度、そして願わくばそれ以降も、ロータリーの会
員だけでなく地域社会の人びとのためにメンタルヘルスのシス
テムを改善するいくつかのステップについて話をお聞きいただき
ます。私は、ロータリーが会員と奉仕を受ける人の両方を支える
組織として知られるようになってほしいと思います。メンタルヘル
スの専門家なら誰もが口をそろえてこう言うでしょう。ほかの人を
助けることで、本質的に自分自身が助けられるのだ、と。
ほかの人を助けることで、ストレスが軽減され、気分がよくなり、私
たち自身のメンタルヘルスと幸せのためにもなることが、圧倒的
な証拠で示されています。その中で培われる友情は、素晴らし

い連帯意識と仲間意識を育み、それ自体がメンタルヘルスと幸
せに欠かせない要素となります。

ですから、次年度の私たちの計画は、世界に平和にもたらし、紛
争の影響を受けた人びとを癒すこと、そして、私たち自身の内面
的な闘いと向き合うためにお互いと地域社会を支え、助けを求
めることに対する社会的な偏見をなくすことです。
これらの活動すべてにおける目標は、破壊的な紛争から世界
が立ち直れるように、希望を取り戻すことです。そうすれば、私た
ち自身のために持続可能な変化をもたらすことが可能となりま
す。ロータリーは、平和、機会、生きる価値ある未来の土台を築
いています。私たちが得意とすることを継続すると同時に、変化
に対してオープンで前向きになり、世界と自分自身の中に平和を
築くことに力を注げば、ロータリーはより平和で、より希望のある
世界を築く手助けができます。あらゆる地域からのロータリーの
リーダーである皆さんに、世界に希望を生み出すよう、心からお
願い申し上げます。
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　森川昭正ガバナー年度最初のガバナー月信に寄稿を依頼され、
先月のノミニーからエレクトとなった事を自覚する良い機会となりまし
た。本年度は宮城（旧2810地区）と岩手（旧2520地区）が再合併し
新たな2520地区となって20年目を迎える節目の年となります。驚くべ
きは20年前のガバナーも森川さん（治三＝はるみ・岩沼RC）でした。
節目の年には節目の事が起こるのだと驚いております。森川昭正ガ
バナーと私は同じ10月18日生まれなのも驚きでした。
　ちなみに20年前の森川ガバナーの国際ロータリー会長テーマは
「手を貸そう＝Lend a Hand」でした。
　本年度のテーマは「Create hope in the world（世界に希望を
生み出そう）ですが、テーマにhopeが入っているのは意外と少なく、
この70年間では1953-1954年度ROTARY IS HOPE IN 
ACTION（ロータリーの行動は希望なり）と1986-87年度 
ROTARY BRINGS HOPE（ロータリーは希望をもたらす）の2つで
す。おそらくその前年に世界を揺るがし、人々が希望を持てる活動
をすべく生まれたテーマだったのではないかと思っています。
　1952年は2月26日チャーチルがイギリスの核兵器保有を公表、ア
メリカは11月1日初の水爆実験を実施した年でした。核戦争の脅威
が世界中に広まった年だったと思います。
　1985年はイラン・イラク戦争（1980年開戦）がさらに激しさを増し、8
月には飛行機事故では最大の死者を出した日本航空123便事故
発生、他にも航空機事故多き年でした。9月19日メキシコでは死者
9,000人を超える地震も発生しました。コロンビアのネバドデルルイス
火山が噴火、2万人超の死者が出る大惨事も続きました。そのような
状況下でロータリーが失った、あるいは失いつつある現況を変えて
いく使命感から、時の会長は「希望」の字を入れたのだと思います。
　昨年2月24日からのロシアによるウクライナ侵攻はまだ終焉をみな
いままです。コロナ禍の3年間に失ったものも数多くありますし、自然
災害に戦争、テロの恐怖も相まって希望を失いかねない状況下に
あります。だからこそ77クラブ、2,100人余が一丸となって希望を生み
出す森川年度の一年にしましょう。
　ある戦争カメラマンの話を最後に添えます。「数多くの悲惨な場
面に遭ってきたが、そんな時にも人 は々決して希望を捨ててはいな
かった。」
　どうぞ一年間皆様の”Join leaders, Exchange ideas, Take 
action”をお願い申し上げ挨拶と致します。

　森川年度がスタートしました。昨年度は、新型コロ

ナ感染症の対応が変わり、徐々に普通の生活が戻

りつつある状況でした。皆様には、ウイズコロナとして

の実践、すなわち、対面での例会や事業を開催でき

るか工夫をして実行してほしい。できれば、懇親会も

行って、親睦を図ってほしいというお願いをいたしま

した。おかげさまで、事業のほとんどが対面で開催で

き、親睦も十分に深めさせていただきました。国際協

議会の開催も、鈴木俊一年度と私の年度は、ズーム

でのオンライン開催でしたが、今年は、念願のアメリ

カは、フロリダ、オーランドでの開催が出来ました。こ

れからは、感染症から卒業し新たなスタートを切って

いく年だと思います。ＤＥＩ、ポリオ根絶、会員増強、

ローターアクト、インターアクト等々継続した課題はこ

れからも皆さんのご支援が必要です。さらなる支援を

お願いします。

　ジェニファー・ジョーンズ２０２２－２３ＲＩ会長から引

き継いだゴードン・マッキナリー２０２３－２４ＲＩ会長は、

テーマを「世界に希望を生み出そう」を掲げ、平和や

メンタルヘルスのための活動を中心に上げ、ウクライ

ナをはじめとする世界紛争を平和へと導くために対

話を通じて信頼を築いていくことが重要であるとして

います。

　森川年度が、皆さんのご支援ご協力で、充実した

年になりますように心から祈念しています。

森川ガバナーをよろしくお願いします ガバナーエレクトを拝命して

2023-2024年度
ガバナーエレクト

佐藤　剛
（水沢RC）

2022-2023年度
ガバナー

天沼　久純
（盛岡南RC）
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2023-2024年度
国際ロータリー 
第2520地区組織図

諮問委員会

地区ガバナー

地区副ガバナー

地区ガバナー補佐 クラブ数【77】
第１分区【11】（久慈・二戸）（盛岡）

第２分区【10】（花巻・北上）（江刺・水沢）

第３分区【10】（一関・平泉）（大船渡・高田・千厩・気仙沼）

第４分区【7】（遠野・釜石）（山田・宮古）

第５分区【7】（三陸）（登米・栗原）

第６分区【11】（大崎）（松塩）

第７分区【11】（仙台青葉）（仙台広瀬）

第８分区【10】（阿武隈）（蔵王）

クラブ奉仕委員会 社会奉仕委員会

職業奉仕委員会
ＲＬＩ委員会

会員増強・戦略計画委員会奉仕研修委員会

On to Singapore 委員会

公共イメージ向上・DEI推進委員会

国際ロータリー会長
ゴードン R. マッキナリー

（スコットランド・サウスクイーンズフェリー）
森川　昭正 （仙台宮城野）

鈴木　俊一 （仙台南）

白倉　義則
伊藤　大亜
皆川　　清
菊地　弘尚
小川　　惇
桑原　　茂
笠井　昭彦
八谷　郁夫
西郷　典安
笹氣　光祚
菅原　一博
小野寺則雄
松良　千廣
山口　淑子
菅原　裕典
濱守　豊秋
藤﨑三郎助
田中　堯史
鈴木　　賢
伊藤　智仁
鈴木　俊一
天沼　久純

（盛岡南）
（奥州水沢東）
（岩出山）
（岩谷堂）
（盛　岡）
（塩　釜）
（北　上）
（佐　沼）
（盛岡西）
（仙台北）
（仙　台）
（二　戸）
（仙台南）
（盛岡滝ノ沢）
（仙台泉）
（大船渡西）
（仙　台）
（盛　岡）
（仙台北）
（花巻南）
（仙台南）
（盛岡南）

（財）米山記念奨学会 理事
桑原 茂 （塩 釜）

（財）米山記念奨学会 評議員
濱守　豊秋 （大船渡西）

日韓親善委員会 委員長
桑原 茂 （塩 釜）
日韓親善委員会 委員

伊藤　智仁 （花巻南）

RIJYEM 理事
松良 千廣 （仙台南）

ロータリーカード 地域コーディネーター
鈴木 賢 （仙台北）

RLI日本支部 地区代表ファシリテーター
柴田 茂 （盛岡東）

2025年規定審議会 代表議員

2025年規定審議会 補欠議員
小野寺則雄 （二　戸）

山口　淑子 （盛岡滝ノ沢）

佐々木裕子
飯塚 肇

（二　戸）
（盛　岡）

佐藤 剛
伊藤 智仁
鈴木 俊一

委員長
委　員
委　員

（水　沢）
（花巻南）
（仙台南）

天沼 久純
森川 昭正
高橋 一隆

委　員
委　員
委　員

（盛岡南）
（仙台宮城野）
（水　沢）

加藤 幹夫
斎藤 正人
小笠原エイ子
山田シズヱ
一條千賀子
髙木 久子
小松 由典
大宮 遼太
佐藤 邦彦

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
地区幹事

（仙台北）
（仙台泉）
（盛岡中央）
（利　府）
（白石衛星）
（大船渡西）
（仙台冠）
（仙台泉RAC）
（仙台宮城野）

藤﨑三郎助
山口 淑子
後藤宗一郎
安曇 謙三
小室 照枝
佐藤 英征

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
地区幹事

（仙　台）
（盛岡滝ノ沢）
（仙　台）
（仙　台）
（白石衛星）
(仙台宮城野）

伊藤 智仁
大江 広満
佐藤 良一
菅野 修
菊池 達哉

内藤 茂美

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員

地区幹事

（花巻南）
（仙台南）
（多賀城）
（仙台東）
（水　沢）

（仙台宮城野）

鈴木 誠
小松 優
古積 昇
成田 徳雄
舩山 嘉明
髙橋 賢
及川 周一
鈴木沙也佳
佐藤 充

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
地区幹事

（多賀城）
（仙台南）
（仙台西）
（気仙沼南）
（塩　釜）
（水　沢）
（仙台南）
（仙台RAC）
（仙台宮城野）

柴田 茂
小川 隆秀
木村 清且
伊藤 伸一
髙橋 文人
本木 浩喜
佐藤健二郎
菊池 純
小幡 敏美

熊谷 雅也
鎌田 善幸
岡竹 博昭
山地 信行
夏目 雅貴
佐々木憲明
軽石 義則
千葉 正幸

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
地区幹事

（盛岡東）
（村　田）
（花巻北）
（仙台冠）
（築　館）
（仙台泉）
（仙台東）
（盛岡南）
（仙台宮城野）

副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
地区幹事

（大船渡西）
（仙台泉）
（仙　台）
（盛岡北）
（仙台冠）
（盛 岡）
（盛岡東）
（仙台宮城野）

小池 康浩
工藤 哲也
三浦 一
鷲尾 広也
原田 誠章
小松 由典

副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員

（仙台泉）
（仙台泉）
（仙台泉）
（仙台泉）
（盛岡東）
（仙台冠）

時 準雄
鈴木 文夫
斎藤 慶介
野田 公之
西部 邦彦

我妻 崇

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員

地区幹事

（仙台泉）
（塩　釜）
（仙台東）
（水　沢）
（盛岡東）

（仙台宮城野）

パストガバナー
久慈・二戸・種市
盛岡・盛岡北・盛岡西・盛岡南・盛岡東・盛岡中央
盛岡西北・盛岡滝ノ沢

照井 敬孝
吉田 勉

（花巻南）
（岩谷堂）

花巻・花巻南・花巻北・北上・北上西・北上和賀
岩谷堂・前沢・水沢・奥州水沢東

斎藤 賢
上関 優

（一　関）
（大船渡）

花泉・平泉・一関・一関中央
大船渡・大船渡西・陸前高田・千厩・気仙沼・気仙沼南

澤田 龍明
齋藤 泰純

（釜　石）
（宮古東）

釜石・釜石東・大槌・遠野
宮古・宮古東・山田

門脇 政喜
門傅 英慈

（石巻南）
（築　館）

石巻東・石巻西・石巻南
栗駒・築館・佐沼・若柳

小野 正則
髙橋 陸夫

（岩出山）
（利　府）

古川・古川東・岩出山・加美
大和・松島・塩釜・塩釜東・多賀城・利府・七ヶ浜

秋田 陽子
松坂 宏造

（仙台レインボー）
（仙台東）

仙台・仙台泉・仙台青葉・仙台冠・仙台レインボー
仙台南・仙台北・仙台東・仙台西・仙台宮城野・仙台奥羽

佐々木一雄
野口 敬志

（名　取）
（柴　田）

岩沼・名取・亘理・角田・丸森
白石・白石北・柴田・村田・大河原
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地区研修リーダー 地区研修・協議会委員会

ガバナーエレクト ガバナーノミニー

ガバナー事務所

国際奉仕委員会 ロータリー財団委員会

補助金委員会

資金推進委員会

ポリオプラス委員会

補助金管理委員会

ロータリー平和フェローシップ・学友会委員会

ロータリーカード推進委員会

米山記念奨学会委員会

鈴木　俊一 （仙台南）

佐 藤 　 剛 （水　沢）

我妻 崇
藤村 祐介

会計監査委員長
会計監査委員

（仙台宮城野）
（ 盛 岡 南 ）

天沼 久純
鈴木 俊一
伊藤 智仁
鈴木 賢
田中 堯史

委員長
委　員
委　員
委　員
委　員

（ 盛 岡 南 ）
（ 仙 台 南 ）
（ 花 巻 南 ）
（ 仙 台 北 ）
（ 盛 　 岡 ）

澤田 一幸
藤原 繁
佐々木利晃
吉田 和洋

地区代表委員
副代表委員
副代表委員
副代表委員

（仙台宮城野）
（ 盛 岡 南 ）
（ 仙 台 南 ）
（ 花 　 巻 ）

横山 昭一
延川 正英
伊藤 英実
澤田　一幸
本川 武志
荒若 健志

代表幹事
筆頭副代表幹事
副代表幹事／事務局長
事務局次長
事務局次長
ホストクラブ会長

佐藤 優昭

加藤ゆかり

副代表幹事／
ガバナー月信編集長

ホストクラブ幹事

畑中 健作
小松 清治
永松 拓也
小幡 敏美
佐藤 英征
冨田 和彦
饗場 駿
須田 直樹

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

上畑日登美
西澤 義彦
小原喜公夫
佐藤 充
我妻 崇
柿沼 岳範
土田 巧
小泉 智夫

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

内藤 茂美
大泉 裕一
佐藤 邦彦
丹野 憲二
千葉 正幸
國永眞児登
沼倉　佳彦

幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事
幹 事

〒980-0014　仙台市青葉区本町1-1-8 第一日本オフィスビル８Ｆ４号
TEL:022-224-0151　FAX：022-224-0152　星川 隆裕　佐々木友子

ガバナー事務所

丹野 憲二
遠藤 慎一

実行委員長
実行副委員長

（仙台宮城野）
（ 仙 台 東 ）

地区大会
冨田 和彦
小澤 政弘

大会委員長
大会副委員長

（仙台宮城野）
（ 仙 台 東 ）

鈴木 俊一
森川 昭正
天沼 久純
佐藤 剛

松良 千廣
横山 昭一
髙橋 孝一

委員長
ガバナー
直前ガバナー
ガバナーエレクト
ガバナーノミニー
RIJYEM 理事
地区代表幹事
国際奉仕委員長

（仙台南）
（仙台宮城野）
（盛岡南）
（水　沢）

（仙台南）
（仙台宮城野）
（柴　田）

早坂 竜太
小野 智哉
佐藤 知樹
小野寺則雄
清水 努
西澤 義彦
我妻 崇

青少年奉仕委員長
ローターアクト・RYLA委員長
インターアクト委員長
ロータリー財団委員長
米山記念奨学会委員長
医師団
弁護士団

（古川東）
（北　上）
（仙　台）
（二　戸）
（塩　釜）
（仙台宮城野）
（仙台宮城野）

清水 努
小原 正至
小野 照代
白鳥 淳
佐々木源悦
佐々木龍快
小野寺勘治
浅野 辰之
安藤 早苗
小泉 智夫
畑中 健作

委員長
副委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
地区幹事
地区幹事

（塩　釜）
（北　上）
（岩　沼）
（築　館）
（佐　沼）
（仙台西）
（一関中央）
（石巻東）
（奥州水沢東）
（仙台宮城野）
（仙台宮城野）

早坂 竜太
麻生菜穂美
松良 千廣
志田 宏美
木村 優作
永松 拓也
饗場 駿

委員長
副委員長
アドバイザー
委　員
委　員
地区幹事
地区幹事

（古川東）
（白石衛星）
(仙台南）
（大船渡西）
（古川東RAC）
（仙台宮城野）
（仙台宮城野）

髙橋 孝一
佐浦 弘一
鈴木 繫雄
佐藤 芳郎
國分 敏彦
丹野 憲二
上畑日登美

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員
地区幹事
地区幹事

（柴　田）
（塩　釜）
（仙台北）
（塩　釜）
（二　戸）
（仙台宮城野）
（仙台宮城野）

小野 智哉
三浦 一
髙橋 孝一
日野 宏
平野 史織

委員長
副委員長
委　員
委　員
委　員

（北　上）
（仙台泉）
（柴　田）
（築　館）
（宮古RAC）

小野寺則雄
山口 淑子
茂木 宏友
菊地　慎一
小原喜公夫

委員長
副委員長
委    員
委　員
地区幹事

（二　戸）
（盛岡滝ノ沢）
（仙台南）
（仙台西）
（仙台宮城野）

工藤 武三
大友 浩幸

委員長
副委員長

（二　戸）
（岩　沼）

千田 勝治
安藤 敏樹

委員長
副委員長

（陸前高田）
（盛岡西北）

山本 茂
夏目 雅貴

委員長
委員長

（二　戸）
（仙台冠）

菊地 茂樹
和田 達雄
早坂 慎一

委員長
副委員長
委　員

（仙台北）
（仙台南）
（仙台南）佐藤 知樹

吉澤 珠美
半澤 修司

委員長
副委員長
副委員長

（仙　台）
（北上西）
（仙台南）

佐藤 仁
木村 直樹
髙橋 範行
江馬 文成

委員長
副委員長
委　員
委　員

（仙台南）
（花巻北）
（北上和賀）
（仙台北）

佐々木史昭
斎藤 賢
及川 昭宏
菱沼 清彌

委員長
副委員長
委　員
委　員

（花　巻）
（一　関）
（佐　沼）
（仙台南)

水野 暢大委員長 （塩　釜）

梶浦 正委員長 （仙台レインボー）

青少年奉仕委員会

ローターアクト・RYLA委員会

インターアクト委員会

青少年交換（長期）委員会 青少年交換（短期）委員会

大泉 裕一
有坂 信彦
我妻 崇

資金委員長
資金副委員長
資金副委員長

（仙台宮城野）
（ 仙 台 西 ）
（仙台宮城野）

地区資金・財務・会計委員会

地区監査委員会

ガバナー指名委員会・RI理事指名委員会

ロータリーの友地区委員会

危機管理委員会
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前期 2,200名
後期 2,200名

地区運営資金（クラブ負担）
ガバナー配分予算 RIより
各種補助金
GE事務所繰越金
前年度繰越金
登録料
地区大会登録料
その他
地区基金取崩

助成金
地区研修・協議会
IA・RA年次大会
IM
PETS
その他
表彰費
ガバナーエレクト活動費（旧：記念品費）
刊行費
会議費
地区委員会費
クラブ・職業・社会奉仕
RLI

国際奉仕
青少年奉仕
ロータリー財団
米山記念奨学金
姉妹地区親善
旅費
ガバナー補佐活動費
事務費
雑費

ガバナー事務所経費
ガバナー会運営費
ロータリー文庫運営費
RI日本青少年交換委員会維持協力金
ロータリー研究会（登録費のみ）
地区大会費
新Rクラブ結成助成金
新RA・IAクラブ助成金
国際大会ブース
エレクト事務所準備金
規定審議会準備金
予備費
ポリオ撲滅支出・地方自治体へ寄付（19-20年度）
直前ガバナー事務所返済（鈴木賢G）
繰越金

50,151
1,848

0
1,287
9,487
1,185

0
0
0

25,200
2,100
500
500
800
300
0

500
500
6,000
5,000
6,700
300
900

600
    

1,500
1,200
1,200
1,000

0
1,800
1,600
500
500

20,000
473
440
440
500
7,000
300
300
300
8,000

0
6,047

0
0
0

37,705
1,050
500
0

250
300
0

1,185
110
8,993
5,293
12,622

84
277

473

331
4,240
5,648
1,569

0
4,960
1,600
660
1,232
14,861
649
430
440
1,264
18,718

0
391
0

8,000
0
0

2,878
0

2,008

17,451
1,100
500
0

300
300
0
0

500
7,200
3,269
2,169
81
562

34

85
377
1,003
27
0

838
1,760
524
91

23,050
473
659
439
65
0

600
0
0

8,000
0
0
0

2,000
12,835

2023-2024年度 国際ロータリー 第2520地区資金収支予算
《一般会計の部》
◆収入の部 〈予算額〉 〈予算額〉 〈予算額〉 〈予算額〉

（単位：千円）

◆支出の部 〈予算額〉 〈予算額〉 〈決算額〉 〈決算額〉

森川昭正年度
前期 2,200名
後期 2,200名

天沼久純年度
前期 2,122名
後期 2,168名

鈴木俊一年度
前期 2,191名
後期 2,217名

伊藤智仁年度

森川昭正年度 天沼久純年度 鈴木俊一年度 伊藤智仁年度

科　　目

収 入 合 計

支 出 合 計

科　　目

53,625
2,110
6,876
483
9,835
2,176
11,820
419
0

56,320
1,800

0
0
0

3,000
0

3,330
4,550

57,200
2,000

0
500
0

3,000
10,000

0
0

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

②
③
④
⑤

⑥

①

⑦
⑧
⑨
⑩

地区運営資金

会員増強・戦略計画
R公共イメージ向上・女性会員活性化

26,800
1,900
500
500
600
300
0

500
500
7,000
5,000
7,300
300
600

700

500
2,100
1,200
1,400
500
2,000
1,600
500
500

15,000
450
450
440
700

15,800
0

300
0

8,000
0

4,760
0
0
0

72,700 69,000 87,344 63,958

72,700 69,000 87,344 65,572
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特別会計 (青少年／長期)
特別会計 (青少年／短期)
特別会計 (被災RC助成金)
特別会計 (地区大会協力金) 
その他

特別会計 (青少年／長期)
特別会計 (青少年／短期)
特別会計 (被災RC助成金)
特別会計 (地区大会協力金) 
その他

一般会計
　地区資金
特別会計
　青少年交換 長期
　青少年交換 短期
　被災RC助成金
　地区大会協力金

《特別会計の部》
◆収入の部 〈予算額〉 〈予算額〉 〈決算額〉 〈決算額〉

◆支出の部

地区大会賦課金内訳 ［会員一人当たりの負担金 (クラブより地区への送金)］

〈予算額〉 〈予算額〉 〈決算額〉 〈決算額〉

（単位：円）

（単位：千円）

前期 2,200名
後期 2,200名

前期 2,200名
後期 2,200名

前期 2,122名
後期 2,168名

前期 2,191名
後期 2,217名

森川昭正年度 天沼久純年度 鈴木俊一年度 伊藤智仁年度

森川昭正年度 天沼久純年度 鈴木俊一年度 伊藤智仁年度

森川昭正年度
前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

天沼久純年度 鈴木俊一年度 伊藤智仁年度

収 入 合 計

支 出 合 計

一人当たり合計金額

地区全体 (森川年度2,200名) 合計

科　　目

科　　目

科　　目

2,200
2,200

0
13,200

0

0
0
0

11,000
0

0
0
0
0
0

0
0
0

5,465
0

2,200
2,200

0
13,200

0

13,000
13,000
1,000
500
500
0
0

13,000
13,000
7,000
500
500
0

6,000

12,800
12,800
5,000

0
0
0

5,000

12,800
12,800

0
0
0
0
0

12,500
12,500

0
0
0
0
0

12,500
12,500

0
0
0
0
0

12,800
12,800
2,500

0
0
0

2,500

10,000
10,000

0
0
0
0
0

0
0
0

11,000
0

0
0
0
0
0

0
0
0

3,849
0

17,600 11,000 0 5,465

17,600 11,000 0 3,849

74,800,000 67,320,000 55,000,000 55,615,000

14,000 17,80020,000
34,000

12,800
30,600

12,500 15,30012,500
25,000

10,000
25,300
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関係事務所

ガバナー事務所（地区の所定用紙/R友報告用）

もしくはwebからの報告

①

②

③
④

④

国際ロータリー日本事務局
〒108-0073 東京都港区三田1-4-28　三田国際ビル24F

クラブ・地区支援室
財団室
経理室
業務推進・IT室

ガバナー会事務局
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F
RIJYEM事務局（国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構）
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F

ロータリーの友事務所
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル4F

編集部
hensyu@rotary-no-tomo.jp
管理部
kanri@rotary-no-tomo.jp

rijapan@rotary.org

rijpntrf@rotary.org
rijpnfs@rotary.org
rijpnpi@rotary.org

scholars@rotary-yoneyama.or.jpロータリー米山記念奨学会
〒105-0011東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3F
米山梅吉記念館
〒411-0941静岡県駿東郡長泉町上土狩346-1

My ROTARY より報告（別資料参照）
  ※現クラブ役員が報告

03-5439-5802

その他情報変更（会員の住所、職業分類、会員の種類）

ロータリー財団寄付

米山記念奨学会寄付
翌月15日必着

翌月15日必着

翌月15日必着

03-6431-8106

03-3436-6651

03-3434-8681

⑤7月1日、1月1日
特別寄付は都度

7月

半期報告

その都度

その都度

その都度

その都度

その都度

会員異動（新会員、退会者、物故会員）

30日以内
（遅くとも7月1日と1月1日まで）

クラブ会員数・出席率報告(R友報告) 翌月10日必着

My ROTARYより報告（別資料参照）

My ROTARY より報告（別資料参照）

ガバナー事務所（地区の所定用紙/月信用）

クラブ活動年次計画書（各クラブ作成のもの）

My ROTARYより報告
（MyROTARY→ロータリー・セントラル）

用紙はRIより送付される。クラブ会員50名毎に1名又は
その過半数（26名以上）につき追加代議員1名を選ぶ。
（国際大会出席者が持参してよい）

クラブ会長、幹事の変更

次年度クラブ会長、幹事、会計報告 2月1日

4月

次年度の寄付目標、会員増強目標

例会場、日時、事務所等の変更

クラブ定款（名称、住所）の変更

1. ガバナー補佐
2. ガバナー事務所
RI日本事務局へお問い合わせください
クラブ･地区支援室（メール：rijapan@rotary.org）

My ROTARYより報告（別資料参照）

米山記念奨学会（所定の送金明細書）

ガバナー事務所（地区の所定用紙/月信用）

RI日本事務局（所定の送金明細書）
ガバナー事務所（地区の所定用紙/月信用）

信任状証明書（投票代議員カード付）
（会長、幹事のサインが必要）

03-5439-5805
03-5439-5803

03-3433-6497

1. My ROTARYより報告（別資料参照）
2.「ロータリーの友」事務所
3. ガバナー事務所
1. My ROTARYより報告（別資料参照）
2. ガバナー事務所

055-986-2946

名称・住所 電　話 メールアドレス F A X

03-3433-7395

03-6431-8107

03-3436-5956

03-3578-8281

055-989-5101

03-5439-5800 03-5439-0405
〃
〃
〃

もしくはwebからの報告

報告事項 期　 日 報 告 先

※上記の書式(用紙)①～⑤については、第2520地区ホームページよりダウンロードしてください。

2023-2024年度 諸報告の提出日・提出先一覧2023-2024年度 諸報告の提出日・提出先一覧

7月1日、1月1日
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地区運営資金

【ロータリークラブ会員】

後期

38.5㌦×ロータリーレート×会員数（6/30付）
（うち１㌦は規定審議会追加会費です。）
※ローターアクトクラブの人頭分担金は2023年1月から
　ローターアクトクラブへ直接請求されます。

寄付全般（クラブ寄付・地区寄付・
ポリオプラス・補助金・恒久基金など）

【年次寄付】
150㌦（目標）×ロータリーレート×会員数
（各クラブ提出の目標にそってご送金願います）
※RIの目標は一人100ドルですが、日本はクリアしている
　ので150ドルで設定しています。

【ロータリークラブ会員】
37.5㌦×ロータリーレート×会員数（12/31付）
※ローターアクトクラブの人頭分担金は2023年1月から
　ローターアクトクラブへ直接請求されます。

ザ・ロータリアン誌
前期  12㌦×ロータリーレート×購読数

後期  12㌦×ロータリーレート×購読数

前期・後期または全期一括にて　目標額×会員数

ほかに特別寄付はその都度

但し、中途入会者は月額1部 275円（税込み）

三井住友銀行 新宿通支店
（普通）6733244

口座名 ： 国際ロータリー日本事務局

三井住友銀行 赤羽支店
（普通） 3978101

公益財団法人ロータリー日本財団
ロータリー財団
寄付金 全期

米山記念奨学会
寄付金

（豆辞典参照）

前期・後期ともに各クラブにて一人当たりの金額を決めていただき、
前年度を下回らない金額（会員数分）でお願いします。

人頭分担金
（一人当たり）

前期

比例人頭分担金
新入会員をRIへ報告（My Rotaryより）することにより、
「人頭分担金の1/12×月数（満1カ月）」の金額が人頭分担金と
一緒に請求される

ロータリーの友
購読料

１．一般会計
前期 13,000円×会員数

区　分 内　　容 送 金 先

1月末と7月末に、ＲＩより各クラブの役員
及び（または）代表のＥメールアドレスへ、
オンライン請求書の閲覧が可能になった
と通知されます。メールアドレスをＲＩに報
告していない場合は、請求書が郵便で送
られます。
請求書を確認次第、速やかに上記口座へ
お振込みください。120日以内に納入しな
い場合、加盟終結となります。請求書の受
取 方 法（ 郵 便かオンラインか）は
MyROTARYより確認、修正ができます。

送金後、「（公財）ロータリー日本財団寄付
送金明細書」に記入の上、RI日本事務局
財団室宛にメールまたはFAXしてくだ
さい。

七十七銀行　名掛丁支店
（支店コード）201（普通）5055419

２５２０地区ガバナー事務所
　代表幹事  横山　昭一

（ニゴニゼロチクガバナージムショ
ダイヒョウカンジ　ヨコヤマショウイチ）

前期については2023年7月1日付の
会員数、後期については2024年1月1日
付の会員数で送金願います。送金期限は
前期は20 2 3年7月2 0日、後期は
2024年1月20日です。

※「ロータリーの友」より各クラブへ　
請求書が送付されます。
※部数の変更は「ロータリーの友」へ
　連絡してください。

三井住友銀行 京橋支店　
（普通）0920373
公益財団法人

ロータリー米山記念奨学会

前期 1,650円×購読数

後期 1,650円×購読数

後期 13,000円×会員数

2．特別会計
前期 1,000円×会員数

後期

（前期一人当たり）　計 　14,000円

（後期一人当たり）　計 　20,000円

7,000円×会員数

2023-2024年度 クラブ送金関係 案内2023-2024年度 クラブ送金関係 案内
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2023-2024年度　ロータリークラブ一覧2023-2024年度　ロータリークラブ一覧

久慈グランドホテル

二戸パークホテル

中野食堂

ホテルメトロポリタンニューウイング１１階

アートホテル盛岡

盛岡グランドホテル

盛岡グランドホテル

㈱ホテルエース

ホテルメトロポリタン盛岡４F

ホテルグランシェール花巻

ホテルグランシェール花巻

株式会社ガーデンリゾート 悠の湯 風の季

ブランニュー北上

くさのイン北上

北上パークホテル

ホテルニュー江刺本館

ラピス・ラズリィ

プラザイン水沢

水沢グランドホテル

ゆずり葉法宴館

芭蕉館

ホテル松の薫一関

古戦場

まるしち・ザ・プレイス

地方卸売市場 大船渡魚市場

キャピタルホテル1000

㈱マリア－ジュ

サンマリン気仙沼ホテル観洋

気仙沼プラザホテル

釜石ベイシティホテル

ホテルサンルート釜石

小川旅館

あすもあ 遠野まちおこしセンター

レストランほりた

レストランほりた2階

山田町商工会

岩手県久慈市中町2-5-6やませ土風館風の館2F

岩手県二戸市堀野字長地29（公益社団法人 二戸法人会内）

岩手県九戸郡洋野町種市4-90-5

岩手県盛岡市菜園１丁目10-1

岩手県盛岡市肴町4-20永卯ビル2F

岩手県盛岡市城西町13-63-105

岩手県盛岡市愛宕下1-10　盛岡グランドホテル内

岩手県盛岡市愛宕下１-１０

岩手県盛岡市南仙北2-25-1

岩手県盛岡市桜台２丁目１４-１２

岩手県盛岡市東黒石野3-11-7

岩手県花巻市花城町10番27号　花巻商工会議所内

岩手県花巻市花城町10-27　花巻商工会議所内

岩手県花巻市湯口松原36-3　悠の湯 風の季

岩手県北上市川岸１-１４-１　ホテルシテｨプラザ北上

岩手県北上市北鬼柳33-95-2

岩手県北上市北鬼柳33-95-2

岩手県奥州市江刺南大通り4-1　ホテルニュー江刺内

岩手県奥州市前沢字竹沢９０

岩手県奥州市水沢佐倉河字後田29

岩手県奥州市水沢字東町40

岩手県一関市花泉町涌津字一ノ町40-1

岩手県西磐井郡平泉町平泉字鈴沢3-1

岩手県一関市上大槻街2-37

岩手県一関市田村町3-2　小野寺勘治税理士事務所

岩手県大船渡市大船渡町野々田12-34

岩手県大船渡市盛町字町12-15　美容室ZEN2F

岩手県陸前高田市高田町字西和野73

岩手県 一関市 千厩町千厩字石堂２６-５

宮城県気仙沼市柏崎1-1

岩手県釜石市鵜住居町１３-１１１-５７

岩手県釜石市大町2-2-24

岩手県上閉伊郡大槌町大槌第12地割125

岩手県遠野市松崎町白岩11-18-6

岩手県宮古市新川町4-1　レストランほりた3Ｆ

岩手県宮古市新川町4-1　レストランほりた3F

岩手県下閉伊郡山田町川向町6-40

0194-66-7026

0195-26-9997

0194-65-5371

019-653-5622

019-623-3664

019-613-2743

019-601-7252

019-601-5391

019-636-3400

019-667-2215

0198-41-1133

0198-41-1133

0198-38-1126

0197-61-0772

0197-63-6643

0197-63-7341

0197-35-7216

0197-56-0887

0197-25-8819

0197-25-8312

0191-82-5205

0191-46-5176

0191-26-4317

0191-48-5238

0192-27-4877

0192-27-5201

0191-52-5611

0226-25-8173

0226-25-9395

0193-28-3558

0193-55-4673

0193-42-2310

0198-63-1071

0193-62-4311

0193-62-4311

0193-82-2397

0194-52-4884

0195-26-9997

0194-65-2742

019-653-5682

019-623-6626

019-654-2790

019-601-7251

019-601-5390

019-636-3400

019-667-2215

019-662-0553

0198-41-1133

0198-41-1133

0198-38-1125

0197-61-0771

0197-63-6640

0197-63-7341

090-3126-3366

0197-56-0888

0197-25-8811

0197-25-8311

0191-82-5085

0191-46-5155

0191-26-4311

0191-48-5238

0192-27-4612

0192-27-5201

080-6015-3754

0191-52-5700

0226-25-8415

0226-25-9395

0193-28-2335

0193-55-4672

0193-55-4021

0198-62-3699

0193-62-4540

0193-62-4540

0193-82-2297

下川原章勝

丹野　明法

岩本　明佳

吉江　信博

吉田　祐一

吉田　瑞彦

目時　孝彦

千葉　伸行

藤原　誠司

山口　博章

吉田 和洋

嶋　　利幸

佐賀　忠臣

谷村　康弘

菅原　浩一

髙橋　範行

三品　健悦

菅原　繁夫

高橋　　賢

住吉　正志

菅原　秀雄

千葉　力男

金澤 英治

小野寺知之

藤澤　美典

紀室　綾子

鈴木　泰治

三浦　邦弘

鈴木　淳平

田村 恭子

似内　勝之

佐藤　猛夫

道又　　衛

千葉　純子

菅野　　充

中村　裕三

平澤　義浩

蒲野　　隆

五日市 洋

吹切　功一

金沢　　滋

小保内義和

三河　春彦

工藤　幸治

北島美栄子

佐々木大介

工藤　圭子

阿部 一郎

髙橋　照幸

熊谷　理子

室岡　雅子

石川　祐介

佐藤　　真

及川　　洋

小野寺　勝

野田　公之

千葉　恭義

木村　　稔

鈴木　繁夫

加賀 一雅

小野寺勘治

新沼　和幸

三田地大悟

菊池　淳也

菅原　正磨

佐々木和元

齋藤　和代

髙橋　　智

高橋美佐子

古舘　　謙

長根　成次

久保田直史

昆　亜紀夫

湊　　栄樹

久慈

二戸

種市

盛岡

盛岡北

盛岡西

盛岡南

盛岡東

盛岡中央

盛岡西北

盛岡滝ノ沢

花巻

花巻南

花巻北

北上

北上西

北上和賀

岩谷堂

前沢

水沢

奥州水沢東

花泉

平泉

一関

一関中央

大船渡

大船渡西

陸前高田

千厩

気仙沼

気仙沼南

釜石

釜石東

大槌

遠野

宮古

宮古東

山田

木曜日

火曜日

木曜日

金曜日

水曜日

木曜日

火曜日

月曜日

火曜日

水曜日

火曜日

木曜日

水曜日

火曜日

木曜日

水曜日

水曜日

水曜日

木曜日

火曜日

金曜日

火曜日

木曜日

水曜日

水曜日

木曜日

火曜日

火曜日

火曜日

木曜日

火曜日

木曜日

水曜日

水曜日

金曜日

火曜日

木曜日

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

盛岡グランドホテル（7～9月・４～６月）
ホテルメトロポリタンニューウイング（10～3月）

分 

区

第
一
分
区

第
二
分
区

第
三
分
区

第
四
分
区

クラブ名 会 長 幹 事
例　会 ロータリークラブ事務所

例会曜日 会　場 〒 住　所 TEL FAX

028-0056

028-6105

028-7902

020-0024

020-0878

020-0044

020-0014

020-8501

020-0863

020-0002

020-0108

025-0075

025-0075

025-0044

024-0032

024-0072

024-0072

023-1112

029-4208

023-0003

023-0818

029-3105

029-4102

021-0882

021-0885

022-0002

022-0003

029-2205

029-0803

988-0045

988-0014

026-0301

026-0024

028-1131

028-0541

027-0081

027-0081

028-1342

宮城県気仙沼市田谷20-2 田谷菊田ビル2階
株式会社オフィスリアン内
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石巻グランドホテル

割烹　滝川

(宗)西雲寺

ベルディ栗駒

ホテルグランドプラザ浦島

ホテルサンシャイン佐沼

割烹　千鳥

アインパルラ浦島

中鉢別館　旬風創庵

日富見家

加美ロータリークラブ クラブ事務所

パレス松洲

ホテルグランドパレス塩釜

大石ビル1階 塩釜東ロータリークラブ例会場

ホテルキャッスルプラザ多賀城

利府ゴルフ倶楽部

七ヶ浜町国際村

ホテルメトロポリタン仙台

江陽グランドホテル

ホテルメトロポリタン仙台

OF HOTEL（2F LOUNGE）

ＡＮＡホリデイ・イン仙台

ウエスティンホテル仙台

パシフィックホテル白石

江陽グランドホテル

ホテルメトロポリタン仙台

ウェスティンホテル仙台

ホテルメトロポリタン仙台

医療法人総志会タウンホール

ホテル　桃幸

仙台空港カントリークラブ

中正旅館

仙南シンケンファクトリー

わた福

やまぶき亭

表蔵王ゴルフクラブ

村田道の駅２F研修室

和洋亭「ぶざん」

宮城県石巻市中央2丁目1-16　中央ビル23号

宮城県石巻市中央2丁目1-16　中央ビル23号

宮城県石巻市中央2丁目1-16　中央ビル23号

宮城県栗原市栗駒岩ケ崎六日町72

宮城県栗原市築館字下宮野町下１８番地

宮城県登米市迫町佐沼中江5-5-10　ホテルサンシャイン佐沼内

宮城県栗原市若柳川南南大通8-5

宮城県大崎市古川十日町9-25　株式会社ダイマル内

宮城県大崎市岩出山字細峯50-215

宮城県加美郡加美町字西田1-18-10

宮城県黒川郡大郷町粕川字東長崎42 郷家歯科クリニック内

宮城県塩釜市尾島町3番5号

宮城県塩竃市南町1-10-1Ｆ

宮城県多賀城市八幡4-2-12　スポーツイトウ2F

宮城県宮城郡利府町加瀬字郷楽23-2

宮城郡七ヶ浜町汐見台５-２-４５

宮城県仙台市青葉区中央1丁目1-1　ホテルメトロポリタン仙台内

宮城県仙台市青葉区本町２-３-１　江陽グランドホテル内

宮城県仙台市青葉区中央1-1-1　ホテルメトロポリタン仙台3F

宮城県仙台市青葉区一番町2丁目5番1　大一野村ビル7階

宮城県仙台市若林区新寺1-6-8　チサンマンション第3仙台307号室

宮城県仙台市青葉区中央4-6-1　仙台国際ホテル6F

宮城県白石市大平中目字池ノ尻13-1

宮城県仙台市青葉区本町2-3-1　江陽グランドホテル内

宮城県仙台市若林区新寺１-６-８-３０７

宮城県仙台市青葉区中央4-6-1　仙台国際ホテル6F

宮城県仙台市青葉区中央1-1-1　ホテルメトロポリタン仙台内

宮城県仙台市青葉区下愛子字観音堂1-1　医療法人総志会内

宮城県岩沼市大手町9-6　第一マサキビル1階

宮城県名取市増田字北谷242-1-2F

宮城県亘理郡亘理町字堀の内7-1

宮城県角田市角田字幸町7

宮城県伊具郡丸森町字町西38　わた福内

宮城県白石市福岡長袋字高畑41　有限会社島貫タイヤ商会内

宮城県柴田郡柴田町船岡中央3-5-2　舟山様方

宮城県柴田郡村田町大字村田字末広町23

宮城県柴田郡大河原町字新南25-18

0225-95-4242

0225-95-4242

0225-95-4242

0228-49-1143

0228-22-4240

0220-22-0327

0228-32-6850

0229-22-4315

0229-24-1221

0229-72-4389

0229-63-5765

022-359-5248

022-362-4018

022-366-6574

022-366-4548

022-356-2175

022-357-6961

022-224-0257

022-267-5265

022-214-1212

022-774-2165

022-293-3498

022-223-3662

022-424-5030

022-224-4564

022-352-8973

022-267-1276

022-268-3296

022-399-6877

0223-25-2555

022-382-7017

0223-33-1521

0224-63-3693

0224-87-8832

0224-25-2280

0224-55-3025

0224-83-4119

0224-86-5905

0225-95-3773

0225-95-3773

0225-95-3773

0228-45-5663

0228-22-4155

0220-22-8180

0228-32-6850

090-1932-6551

0229-22-1221

0229-72-4387

0229-63-5725

022-359-5248

022-362-4002

022-366-6574

022-366-4499

022-762-8645

022-357-6961

022-222-2811

022-267-5252

022-214-1211

022-706-1461

022-293-3498

022-223-3652

090-2023-9326

022-224-0777

022-352-8972

022-223-3760

022-268-3243

022-399-6876

0223-25-2555

022-384-5816

090-7076-1482

0224-63-1267

0224-87-8832

0224-25-2851

0224-55-3025

0224-83-4119

0224-86-5901

本田　賢也

小池　幾世

千田　昌之

鈴木　岳美

野口　典秀

千葉　正宏

菅野　厚子

関井　英高

本郷　輝朗

永根　喜郎

中島　　治

渋谷　秀夫

矢部　　亨

高橋　一夫

宮城　　順

山田シズヱ

遠藤　　均

棚橋　善克

鷲見 泰宏

福田　幸穂

髙橋 育子

梶浦　　正

高橋　玲二

森　　建人

綿谷　秀弥

小澤　政弘

有坂　信彦

荒若　健志

菅原　宣和

小野　智司

亀井　光昭

丸谷　由郎

星　　隆志

横山　博昭

村上　睦夫

松浦　洋平

小川　隆秀

佐々木由美子

中川　尚仙

窪木　好文

櫻谷　　隆

及川　　正

大場　伸也

布施　孝尚

堀本　教信

青柳　　力

菊地紳太郎

池松　正明

松倉　裕樹

郷家　茂樹

千葉　順子

佐々木正樹

大場　裕之

堀越　義典

岡﨑　正憲

石井　光二

中村　　昭

亀田　　治

髙橋 元

大槻　正信

小松　　優

佐藤　由佳

阿部　　修

中山　栄一

笹川慎太郎

加藤ゆかり

上原　研一

松浦　有里

川村　哲也

手戸　雅巳

井上　秀樹

伊藤　和男

佐久間一志

松浦　洋平

眞壁　京子

鈴木　孝典

石巻東

石巻西

石巻南

栗駒

築館

佐沼

若柳

古川

古川東

岩出山

加美

大和

松島

塩釜

塩釜東

多賀城

利府

七ヶ浜

仙台

仙台泉

仙台青葉

仙台冠

仙台レインボー

仙台南

仙台北

仙台東

仙台西

仙台宮城野

仙台奥羽

岩沼

名取

亘理

角田

丸森

白石

白石北

柴田

村田

大河原

金曜日

火曜日

水曜日

金曜日

火曜日

木曜日

火曜日

金曜日

火曜日

木曜日

水曜日

金曜日

金曜日

水曜日

木曜日

月曜日

月曜日

火曜日

木曜日

水曜日

水曜日

金曜日

木曜日

月曜日

水曜日

月曜日

金曜日

木曜日

火曜日

火曜日

木曜日

木曜日

火曜日

木曜日

金曜日

水曜日

水曜日

木曜日

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

仙台南・白石
ロータリー衛星

宮城県大崎市古川中里２丁目９-６８
仙台トヨペット株式会社古川店事務所内

986-0822

986-0822

986-0822

989-5301

987-2203

987-0511

989-5502

989-6143

989-6165

989-6444

981-4252

981-3502

985-0021

985-0053

985-0874

981-0111

985-0821

980-8477

980-0014

980-8477

980-0811

984-0051

980-0021

989-0216

980-0014

984-0051

980-0021

980-8477

989-3125

989-2442

981-1224

989-2361

981-1505

981-2165

989-0232

989-1601

989-1305

989-1245

分 

区 クラブ名 会 長 幹 事
例　会 ロータリークラブ事務所

例会曜日 会　場 〒 住　所 TEL FAX

第
五
分
区

第
六
分
区

第
七
分
区

第
八
分
区
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国際ロータリー第2520地区 2023-2024年度 地区行事日程
2023年7月現在

ガバナー・元・次期ガバナー懇談会

ガバナー会議

第11回全国危機管理委員長会議（第1部）及び全国青少年交換委員長会議（第2部）

2023-2024年度　青少年交換（長期）派遣壮行会

米山記念奨学会学友会総会

2023-2024年度　第一地域・第二地域・第三地域合同 公共イメージ向上オンラインセミナー

RA前期会長幹事会

RLI日本支部総会及び研修会

IAC年次大会

ロータリー地区財団セミナー

米山記念奨学会研修旅行

ガバナーエレクト研修セミナー （GETS） （～5日）

2024-25年度の地区研修リーダーのためのセミナー （DTS）

天沼直前ガバナー慰労会

米山記念奨学会研修会（カウンセラー研修会）

ポリオ・デー

第52回 ロータリー研究会ならびに付随プログラム （～22日）

ロータリー財団地域セミナ ー

米山記念奨学会・学友会りんご狩り

ガバナーエレクト研修セミナー （GETS）

ロータリー研究会ならびに付随プログラム （～22日）

佐藤剛ガバナーエレクト壮行会

国際協議会 （～11日）

米山記念奨学会奨学生選考試験（岩手）

米山記念奨学会奨学生選考試験（宮城）

ガバナーエレクト研修セミナー （GETS） （～14日）

7分区IM（仙台RC）

米山記念奨学会奨学生終了式・送別会

2024-25年度地区チーム研修セミナー

盛岡RC創立85周年記念式典

米山記念奨学会オリエンテーション

2024-25年度 会長エレクト研修セミナー（PETS）

2024-25年度 地区研修リーダーのセミナー （ＤＴＳ）

地区大会 （～21日）

クラブ活性化セミナー2024 （～21日）

ロータリー国際大会 （～29日）

2024-25年度地区研修・協議会

グランドプリンスホテル高輪

グランドプリンスホテル高輪

TKPガーデンシティPREMIUM京橋

江陽グランドホテル

江陽グランドホテル

大崎市図書館

オリンピック記念青少年総合センター 国際会議棟

仙台育英学園高等学校宮城野キャンパス

アイーナ

松島方面

グランドプリンスホテル新高輪

ザ・プリンスさくらタワー

ホテルメトロポリタン盛岡

江陽グランドホテル

神戸ポートピアホテル予定

岩手県一関近郊

東京都内

プラザイン水沢

米国フロリダ州オーランド

アイーナ

第一日本オフィスビル

東京都内

江陽グランドホテル

アイーナ

江陽グランドホテル

ホテルメトロポリタン盛岡本館

東京都内

ホテルメトロポリタン仙台

シンガポール

ホテルメトロポリタン盛岡ニューウィング

土

日

土

日

木

日

土

日

月

水

土

日

火

日

月

火

日

日

土

土

火

土

日

金

土

日

水

土

土

土

1

2

22

23

27

30

5

27

4

6

9

24

24

19

20

21

3

7

13

20

13

17

18

23

24

7

15

20

25

1

月

2023年

2024年

7月

9月

8月

12月

11月

10月

1月

2月

4月

5月

6月

日 曜日 行　　事 場　所

ガ
バ
ナ
ー
年
度
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2023-2024年度 公式訪問予定表
日 

程
曜 

日
宿 

泊
A方式（11：30-12：30-13：30）

分区 訪問クラブ ガバナー補佐

B方式（17：00-18：00-19：00）

分区 訪問クラブ ガバナー補佐

19日

20日

21日

25日

26日

27日

1日

３日

４日

８日

9日

21日

22日

23日

24日

25日

29日

31日

1日

5日

12日

13日

14日

19日

20日

21日

25日

26日

27日

28日

3日

4日

11日

12日

13日

16日

20日

25日

水

木

金

火

水

木

火

木

金

火

水

月

火

水

木

金

火

木

金

火

火

水

木

火

水

木

月

火

水

木

火

水

水

木

金

月

金

水

8

1

1

3

3

7

7

1

7

3

3

7

2

6

7

5

4

2

6

6

7

7

7

7

8

8

6

8

6

6

4

4

5

2

6

8

1

1

8

7

7

1

1

名取

盛岡

盛岡北

花泉・平泉・一関・一関中央

千厩

仙台宮城野

仙台レインボー

盛岡南

仙台北

気仙沼・気仙沼南

大船渡・大船渡西・陸前高田

仙台西

花巻・花巻南・花巻北

塩釜

仙台奥羽

石巻東・石巻西・石巻南

遠野

水沢・奥州水沢東・岩谷堂・前沢

加美・岩出山

多賀城

仙台東

仙台

仙台青葉

仙台南

岩沼

大河原・柴田・村田

塩釜東

白石

大和・松島・利府

古川・古川東

佐々木一雄

飯塚　肇

飯塚　肇

斎藤　賢

上関　優

松坂 宏造

秋田 陽子

飯塚　肇

松坂 宏造

上関　優

上関　優

松坂 宏造

照井 敬孝

高橋 陸男

松坂 宏造

門脇 政喜

澤田 龍明

吉田　勉

小野 正則

高橋 陸男

松坂 宏造

秋田 陽子

秋田 陽子

松坂 宏造

佐々木一雄

野口 敬志

高橋 陸男

野口 敬志

高橋 陸男

小野 正則

釜石・釜石東・大槌

宮古・宮古東・山田

栗駒・築館・佐沼・若柳

北上・北上西・北上和賀

七ヶ浜

亘理

二戸

久慈・種市

角田・丸森

仙台冠

仙台泉

盛岡東・盛岡中央・盛岡西・滝ノ沢

盛岡西北

澤田 龍明

齋藤 泰純

門傳 英慈

照井 敬孝

高橋 陸男

佐々木一雄

佐々木裕子

佐々木裕子

佐々木一雄

秋田 陽子

秋田 陽子

飯塚　肇

飯塚　肇

7 月

8 月

9 月

10 月
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第一分区

1 久慈 RC
2 二戸 RC
3 種市 RC
4 盛岡 RC
5 盛岡北 RC
盛岡西 RC6

盛岡南 RC
盛岡東 RC
盛岡中央 RC
盛岡西北 RC
盛岡滝ノ沢 RC

7

8

9

10

11

第四分区

32 釡石 RC
33 釡石東 RC
34

35 遠野 RC
大槌 RC

36 宮古 RC
37 宮古東 RC
38 山田 RC

第二分区

12 花巻 RC
13 花巻南 RC
14 花巻北 RC
15 北上 RC
16 北上西 RC

17 北上和賀 RC
18 岩谷堂 RC
19 前沢 RC
20 水沢 RC
21 奥州水沢東 RC

第三分区

22 花泉 RC
23 平泉 RC

千廐 RC

24 一関 RC
25 一関中央 RC
26 大船渡 RC
27 大船渡西 RC
28 陸前高田 RC
29

30 気仙沼 RC
31 気仙沼南 RC

第五分区

39 石巻東 RC
40 石巻西 RC
41 石巻南 RC
42 栗駒 RC
43 築館 RC
44 佐沼 RC
45 若柳 RC

第八分区

68 岩沼 RC
69 名取 RC
70 亘理 RC
71 角田 RC
72 丸森 RC

73 白石 RC
74 白石北 RC
75 柴田 RC
76 村田 RC
77 大河原 RC

46 古川 RC
47 古川東 RC
48 岩出山 RC
49 加美 RC
50 大和 RC
51 松島 RC

52 塩釡 RC
53 塩釡東 RC
54 多賀城 RC
55 利府 RC
56 七ヶ浜 RC

第六分区

第七分区

57 仙台 RC

59 仙台青葉 RC
60 仙台冠 RC
61 仙台レインボーRC
62 仙台南 RC

仙台南・白石R衛星

63 仙台北 RC
64 仙台東 RC
65 仙台西 RC

58 仙台泉 RC

66 仙台宮城野 RC
67 仙台奥羽 RC

3

77

76
75

7473

72

71

70

69

68

61 626057

56

55

54

5958

66 6763 6564 5352

5150

4746

45

44

49

48

4342

4140

3736

35

34

39

38

3332

3130

2726

2524 29

28

23 22

2120

171615

14

1918

1312

11

10

7654

98

3

2

1

iwate area

miyagi area

G
O

V
E

R
N

O
R

’S
 M

O
N

T
H

L
Y

 L
E

T
T

E
R

V
O
L.1（
2023年

7月
号
）

ガ
バ
ナ
ー
月
信

TEL 022-224-0151　FAX 022-224-0152
E-mail：ri2520-sendai@sage.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2520地区
2023-2024年度 ガバナー事務所

〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町1-1-8
第一日本オフィスビル８階4号

開所時間／月～金 9時～17時（土・日・祝日休み）

〈 編集後記 〉
　いよいよ森川ガバナー年度がスタートしました。なにもかも
が分からないことだらけで右往左往して毎日を過ごしており
ますがスタッフ一同、精一杯務めさせて頂きますので、皆さん
１年間よろしくお願い致します。また次号からは、パストガバ
ナーの皆様より貴重なお話を掲載させていただく予定ですの
で、お楽しみに。　 ガバナー月信編集長 佐藤 優昭


